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は じ め に 

新学習指導要領の完全実施が、小学校では今年度、中学校では来年度です。すでに

新学習指導要領を十分研究し、理科の授業実践に取り組んでいるところだと思います。

そんな中、理科の授業の「流行」と「不易」という視点で考えてみたいと思います。

○理科の授業における「流行」

今回の学習指導要領の改訂にあたり、授業改善の視点として「主体的・対話的で深

い学び」があります。ポイントとなる「深い学び」は、「見方・考え方」を働かせなが

ら問題を解決したり自分の考えを形成して表現したりする、対象との関係の学びです。

問題解決をしていく中で、子供たちは、結果にたどり着くまでに前進したり後戻り

したりしながら、納得できる答えに近づいていきます。実験や観察がうまくいかない

とき、結果をどう分析し考察したらよいか戸惑うときこそ、その結果と真正面から向

き合えること自体が意義ある深い学びになると考えます。

○理科の授業における「不易」

理科の授業を語る上で、過去の学習指導要領から新学習指導要領まで変わっていな

い部分が「不易」にあたると考えます。

①知的好奇心を揺さぶる授業

 「知的好奇心」を引き起こさせるためには、「できそうである」という見通しと、

「取り組むに値する行為である」という期待が大切です。この「知的好奇心」を揺

さぶることが、主体的に問題解決しようとする学びとなります。

②自然に触れ、自然に親しむ授業

 理科の授業の対象は「自然」です。したがって、自然のすばらしさ、神秘さ、不

思議さを感じる授業を求めることが大切です。しかも、観察や実験を行う中で、五

感を通じて直接自然に親しむ体験によって実感を伴った理解ができます。

③真実を追究する授業

 自然のきまりや法則性など、「真実は一体何なのか」を追究し続ける理科の本質に

迫る取組と情熱が大切になります。

さて、三河教育研究会理科部会では、「自然事象を主体的、協働的に追究し、豊かな

心と創造力を培う理科学習」をテーマとして研究を積み重ねてきました。新型コロナ

ウイルス感染症拡大の中ではありましたが、この度、研究紀要『三河の理科教育 いま

（第４０集）』としてまとめることができました。これまで毎年発刊しておりましたが、

今回から３年に１度の発刊としました。本研究紀要には、愛知教育大学理科教育講座

教授の大鹿聖公先生の「理科教育への提言」、各地区理科部の活動報告、日本理科教育

学会東海支部大会での発表内容、愛知教育大学附属学校の理科研究の概要を掲載し、

３年間の成果としてまとめました。これまで積み上げてきた足跡をさらに深め拡げて

いくことができるよう、今後も魅力ある授業実践を目指して、一歩一歩取り組んでい

きたいと考えています。

最後になりましたが、各研修会でご指導・ご助言をいただきました講師の先生方、

研修会会場を提供してくださった関係市町教育委員会や準備に携わってくださった先

生方、さらには本研究紀要の執筆及び編集に関わってくださった先生方に厚くお礼を

申し上げます。

令和３年３月

三河教育研究会理科部会長  小島 寛史 



新教育課程と持続可能な社会に向けた理科教育の進め方

愛知教育大学理科教育講座 大鹿聖公

2020 年 4 月、改訂された学習指導要領に基づく新しい小学校の教育課程がはじまり、

次年度からは中学校でも開始される。21 世紀を生き抜く児童・生徒の資質・能力の育成を

育むための新たな学びが展開される予定であったが、新型コロナウィルスの影響により、

学校教育の実施すら危ぶまれた 1 年であった。

新たに平成 29 年に改訂された学習指導要領は、社会に開かれた教育課程を目指し、未

曾有な解決困難な現実世界を生き抜くために必要な資質・能力を育成することとされた。

理科では、未知の疑問や課題を解決するために、問題解決学習や科学的探究により、自然

科学について学習することが求められる。したがって、理科学習の本質は、問題解決や科

学的探究といった探究の過程を児童・生徒に学ばせることが重要となる。

今回の改訂では、資質・能力を育成するために各教科の「見方・考え方」を定めている。

理科では、自然科学の主要な４つの概念である粒子・エネルギー・生命・地球について、

それぞれ、「量的・関係的な視点」、「質的・実体的な視点」、「多様性と共通性の視点」、「時

間的・空間的な視点」という見方が示されている。また理科の考え方では、理科で重視さ

れる科学的探究（問題解決）の過程の各段階に必要とされる段階とそこで育成される問題

解決の力・科学的能力（プロセス・スキル）を基盤に、「比較しながら‥問題を見いだす（小

３）」、「関係づけて‥根拠のある予想や仮説を発想する（小４）」、「条件制御しながら‥予

想や仮説を基に、解決の方法を発想する（小５）」、「多面的に調べ‥より妥当な考えをつく

りだす（小６）」と具体的に示された。中学校でも同様に学年ごとに段階を設定すると同時

に、「探究の過程を振り返る（中３）」とし、自ら行った探究を批判的に眺めたり、多面的、

総合的にみたりすることを指摘している。 

このように、これからの理科授業では、児童・生徒の資質・能力の育成をはかるために、

科学的な探究の過程を通した活動を行いながら、学習を進めていくことが求められる。子

どもが育成すべき資質・能力は、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向

かう力」の３観点となり、この３観点を意識しながら授業を構成する必要があるが、従来

から行われている探究的で、実験・観察を中心とした授業を進めていくことで、基本的な

課題はクリアされると考える。 

しかしながら、未知の将来を見据えた理科教育を行うために、現在、話題となっている

STEAM 教育、プログラミング教育、ICT 教育などを積極的に理科教育に活用すべきと考える。

これらの○○教育は、理科とまったく別の教育ではなく、理科と実生活を結びつける課題

やテーマでつながっているものである。これらの教育で取り上げる課題やテーマを、理科

の学習単元の学習課題として積極的に取り上げ、その解決が実社会や課題解決につながる

ことを示すことで、児童・生徒が理科の学びの有用性や意義を感じ、さらなる学習へとつ

ながると思われる。これが児童・生徒の自己肯定感や学習への興味関心の喚起となり、児

童・生徒の次への学びにつながる学びに向かう力を向上させることになる。新しい理科授

業では、子どもの資質・能力の育成を目指すため、児童・生徒が興味ある学習課題やテー

マを教師が探索し、充実した理科授業を実践していただきたい。 



１ 各地区理科部の活動報告

〈平成３０年度〉





腕 相 撲 実 験 器 に よ る

検証実験を行う生徒

豊橋地区小中学校理科研究部の活動 

豊橋市立幸小学校  千種 優子 
豊橋市立東陵中学校 黒栁 勉  

 豊橋市小中学校理科研究部では，「自主研修部・授業研究部会」「自主研修部・課
題研究部会」「専門研修部」の三部会に分かれて実践を進めた。今年度の主な活動内
容は次の通りである。 
理科分科会（小） 
〇自主研修部・授業研究部会 

『実体験をもとに，生き生きと語り合い， 
主体的に問題解決に取り組む子どもの育成』 

―６年「てこのひみつ すごいぞ てこ ～てこのはたらきの実践を通して～」― 
本実践では，さまざまな体験から疑問をもち，自らすす

んで追究していく子をめざすために，事物・現象を導入で
出会わせることや，子どもたちの想いや願いを大切にした
単元構想を工夫した。また，他者とのかかわりを通して，
事物・現象についての考えを深める子をめざすために，一
人での学びだけでなく，他者（子ども・教師）との関わ
りの場を設定した。導入では，「てこ」に関する３つの
体験（モアイ持ち上げ対決・シーソー水平対決・バット
回し対決）を行った。また，自らの疑問が意識されるように，「はてなシール」
と「解決シール」 を活用した。これにより，興味や疑問が生まれ，子どもたち
に学びの方向性が見出されるとともに，シールにより疑問が解決されたかどうか
を可視化することができた。そして，意図的に編成されたグループよる意見交流
により考えや意見が整理されていく姿勢が見られた。 

〇自主研修部・課題研究部会 
・夏休みに，全小学校で行われている生物スケッチの指導の研修会を開いた。 
・理科授業の支援情報紙「プレアデス」を随時発行した。 

〇専門研修部 
・夏休みに，実験講座「紫芋とハーブティーで調べる酸・アルカリ」を開催した。 
・青少年のための科学の祭典・東三河大会の実験ブースに「電気クラゲで遊ぼう」
で，参加協力した。 

理科分科会（中） 
○自主研修部 

①授業研究部会 
『自然現象について目的意識をもって追究し，科学的思考力を育てる理科学習』 

―２年「BREAKER de BREAKING!! ～ブレーカーの秘密に迫ろう！～」― 

  “ブレーカーが落ちる”という衝撃的な出合いから
電気についての学びやブレーカーの仕組みを探る学
習を始めた。「課題の確認→仮説→実験→まとめ→次
の課題」の流れをくり返し行うことで，考えを整理し
やすくし，既習事項を次の学習へ繋げたり，学びを深
めたりできるようにした。検証実験を行う中で，電流
と電圧，抵抗の関係の規則性を見いだしたり，実感を
ともなった理解のもとで問題を解決したりする生徒
の姿に期待して実践を行った。ブレーカーを教材として取り上げたり，自作の簡
易型ブレーカーを用いて実際にブレーカーが落ちるようすを見せたりすること
で，日常生活と関連づけて学習を進めることができた。また，計算練習の時間を
確保することで，学習に対する自信と意欲を高めることができた。
②課題研究部会 

  「見通しをもって観察・実験を行い，科学的な根拠をもとに表現する力を養う 
理科学習」のテーマのもと，授業実践を行った。研究部研究大会では実践の発 
表を行い，成果や課題，困っている点についてグループ協議を行った。 

○専門研修部
 ・夏休みに，理科実験講座「電気分解の工夫」，「細胞分裂の観察」を開催した。 
 ・「子どものための科学展」の実験ブースとして参加協力を行った。 
 ・魅力ある教材開発の紹介として，教材研究会を行った。 
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平成 30 年度 田原地区理科部の活動

田原市立衣笠小学校  柳原 俊浩  

１ 主な活動内容

 本年度、田原市教職員会理科部会では次のような活動を行った。

４月 第１回 年間計画作成

６月 第２回 授業研究会  授業者 田原市立中山小学校 大西卓也先生 

研究主題「話し合いながら考えを深め、追究を楽しむ子の育成を

めざして」～小学４年「走れ！ぼくだけのスピードカー！」（電

池のはたらき）の実践を通して～

８月 第３回 愛知県立渥美農業高校の自然科学分野施設・設備見学

10 月 第４回 田原市教育総合研究発表会

３月 研究集録発行

２ 活動内容の紹介

（１）授業研究会（６月） 

 子どもたちが科学的な現象に興味をもち、

自分なりの考えを深めていくことを願って授

業が実践された。電気の流れという見えない

現象を「見える化」することに焦点を当てた単

元構想であった。授業後の研究協議では、「速

い車を走らせたいという思いが子どもたちか

ら出てきているのがよい。」「電気くんを使っ

て仕組みを説明する活動など、子どもの思考

を表現するための工夫が考えられており、『対話的な学び』へとつながっている。」

「見えない現象を『見える化』することによって、回路を流れる電流をイメージす

ることができるようになっていた。」といった意見が出された。 

（２）愛知県立渥美農業高校の自然科学分野施設・設備見学（８月） 

 先端の科学技術に触れ、理科教員の資質向

上を目指して、地元の農業高校である愛知県

立渥美農業高校の自然科学分野施設・設備見

学を行った。農業高校での理科授業の実際を

理科教員の方より説明して頂いた。また、高性

能原子顕微鏡や培養設備、畜産や農作物の演

習施設を見学させて頂いた。参加者からは「農

場、設備等の見学は理科に関わるものばかり

で大変興味深かった。」「夏休み中であったが、

生徒が実際に農業実習をしている姿を見ることができ、有意義な時間であった。」

といった感想が寄せられた。
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蒲郡地区理科部の活動 

蒲郡市立形原小学校 井立貴久 

蒲郡市立蒲郡中学校 酒向和希 

研究テーマ「自然の仕組みを感動的にとらえさせる理科学習」 

研究実践 小学校 

～小 6『重い？軽い？てこを使って力を操ろう！』の実践を通して～

【研究の概要】 

自然の中にある規則性を見つけ出す楽しさを感じ，生活の中で科学的な見方・考

え方のできる子たちへ成長してほしいと願い，単元を構想した。 

導入では，てこの使い方を変えると，バイクを持ち上げる手応えが変わる体験に

たっぷりと浸らせた。そこでそれぞれが抱いた疑問から，共通の問題を「てこの秘

密を調べよう」とし，個人追究を行った。追究では，子どもたちが自作し，改良で

きる教材（資料１）を用いた。子どもたちは，追究を

通して，支点の位置を変えることで，作用点にはたら

く力の大きさが変わることに気づくことができた。

単元の終末では，てこを使ってトラックを持ち上げ

る体験や，てこのはたらきを利用した道具を身の回り

の物から見つける活動を行い，学びを実生活へとつな

げる子ども達の姿が見られた。 

研究実践 中学校 

～中 3｢相手のストーンをはじき出せ!!カーリングゲーム!!｣の実践を通して～ 

【研究の概要】 

仲間との話し合いを通して，自分の考えが深まっていくことを感じ，仲間とかか

わることの楽しさ，追究することの楽しさを感じてほしいと願い，単元を構想した。

導入では，漬物重石にベアリングをつけたカーリン

グストーン(資料 2)を見せ，班対抗でカーリングゲー

ムを行った。その後「相手のストーンをはじき出すに

はどうすればいいのか」を共通の問題とし，個人追究

を行った。仲間とかかわりながら追究を深めていく中

で，運動エネルギーの規則性（質量や速さとエネルギ

ーの関係）を導き出すことができた。また，仲間の実験方法・結果を掲示した実験

早見表からは，多く生徒が追究のヒントを得ることができた。 

生徒にとって魅力的な教材と出会わせ，明確な目標を設定した単元を構想する

ことで，自ら問題意識をもって主体的に追究し，自然の仕組みを感動的にとらえさ

せることができた。 

資料 2：カーリングストーン

資料 1：自作の実験用てこ
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 平成３０年度 豊川地区理科部の活動 

豊川市立長沢小学校  林口 優太

豊川市現職研修理科部会は、「理科好き」な子を増やしたいという思いをもち、教員の技量

向上を目標とした研修会、子どもを対象としたものづくり講座、作品募集などの計画や準備、

三教研夏季研修会の発表準備、授業研究や市内の授業記録の集約などを行った。

（１）実技研修部 

○理科教育夏期実技研修会 

【会場】：夢と学びの科学体験館（刈谷市神田町１丁目３９番地３）

【概要】：市内の小学校教員を対象にした「夏期

実技研修会」を開催した。市内の理科を専門と

していない教員を中心に２９名が参加した。

 科学体験館の先生による実験や演習が行われ

た。太陽の光を当てると色が変わるスライム作

り、酸素と水素を使った爆発実験、遮光板を使

ったマジックトンネル等、パフォーマンス的な

部分も含め、どれも興味深く、すぐに授業に取

り入れたい内容であった。また、電子顕微鏡

で花粉を見たり、専用の望遠鏡で太陽を見た

りするなど、日頃学校ではなかなか行えないた

くさんの観察を行うことができた。参加者の感

想には、「どの実験も実際に活用できそうなもの

でよかった。」「スライムにはいろいろなバリエ

ーションがあることが分かった。においつき

は面白かった。」「水素爆発の実験はダイナミ

ックでよかった。」などがあり、参加者が理科

の楽しさを感じられる時間となった。

（２）渉外活動部 

○親子ふれあい工房 

会場：プリオ生涯学習会館 図工室（豊川市諏訪町３丁目１３３）

概要：市内の小学生とその保護者を対象に、理科の楽しさを味

わえる教室「親子ふれあい工房」を実施し、親子１６組が参加

した。参加した子どもは、紙コップ UFO、ピンホールカメラ、

スライム作りを行った。子どもからは、「紙コップ UFO を家

でも作りたいです」「どこにでもあるもので作ることができた

ので、すごかったです」という感想があった。保護者からは、

「親子で一緒に物が作れることがすごくいいです」「普段作ら

ないような物ばかりだったので、楽しく取り組めました」など

の感想があった。親子で楽しみながら、理科の実験や工作に取

り組めた喜びの声がたくさん集まった。

太陽光で変わるスライムづくり 

爆音とともに光が走る爆発実験 

ピンホールカメラ作り 
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ミニ豊川での実験 

平成 30 年度 新城地区理科部の活動 

新城市立東郷西小学校 河村晴行 

１ 研究テーマ 

 新城市教育研修会理科部会では，次の研究テーマの基に活動に取り組んでいる。 

「自然事象を主体的，協働的に追究し，自然の現象についての理解を深め，科学的な見方や考え

方を培う理科学習－新城の三宝（人・自然・歴史と文化）に学ぶ理科学習－」 

２ 活動のあゆみ 

◇ 5月 7 日 第１回 教育研修会理科部会（於：新城中学校） 

        ・本年度の活動方針  ・授業研究会について 

◇ 8月 2 日 第２回 教育研修会理科部会（於：鳳来寺山自然科学博物館） 

        ・授業研究会の指導案検討  ・実験観察教室準備  ・化石採集（実習） 

◇ 8月 9 日 第 11 回 おもしろ実験観察教室 in 新城（於：ちさと館） 

        ・9:30～11:00  ・１０ブース開設（うち４ブースは外部協力団体に依頼） 

 ◇10 月 19 日 理科部会「授業研修会」（於：新城小学校） 

        ・授業者：新城小 松井優也，講師：筑波大付属小学校 鷲見辰美先生 

◇ 1月 9 日 第３回 教育研修会理科部会（於：新城市文化会館） 

     ・授業実践，自作教具，実験観察教室の紹介   

・社会的体験の発表－黄柳川小 加藤敦也先生「鳳来寺山自然科学博物館」 

３ 理科部会「授業研修会」 

理科部会では「地学と言えば新城」を合言葉に，これまで新

城の魅力ある地形を題材にした授業について考え，話し合っ

てきた。今年度は，新城小学校の松井先生の単元「新城小は安

全？危険？～変化する豊川を調べよう～」を基に授業研修会

を行った。学校の近くを流れる豊川を取り上げ，子どもたち

の疑問を大切にすることで，何度も何度も豊川を見に行くこ

とができ，子どもたちの興味・関心を高めることができた。 

本時では，学校園に「ミニ豊川」を作って川の流れを再現し，どのような場所でどのように浸

食や堆積が起こるかを確かめた。子どもたちは，「流れが速い所は，川の幅が広がるよ。」「カーブ

に土がたまるのは，カーブで流れが遅いのかなと思った。」など観察したことから，自分たちの疑

問を自分たちで解決していこうと，お互いに疑問や意見を出し合う姿が見られた。 

授業研修にあたって，筑波大付属小学校の鷲見辰美先生を講師としてお招きし，助言を頂いた。

先生からは，次に挙げる新学習指導要領における３つのキーワードについて教えていただいた。 

① 主体的－自己選択する場面，自己矛盾に気づく場面を作ると，子どもたちに主体性が生まれる。 

② 対話的－話し合いを充実させるためには「小グループ」と「物」をうまく使う。教師が「そん

な意見言わないでくれ」と思うような意見にこそ，実は話し合いを活発にさせる種がある。 

③ 深い学び－理科における「深い学び」とは，目の前で起こったことだけでなく，抽象的な概念

でその事象を考えることができたかどうか。 

子どもたちが主体的に考え，そして新城の自然の魅力をたくさん発見できるような授業をこれ

からも考えていきたい。 
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平成 30 年度 北設地区理科部活動報告

 設楽町立 津具中学校 髙木 啓司

【夏季研修会】

日時 7 月 26 日

場所 新城市・設楽町

講師 加藤 貞亮氏

鳳来寺自然科学博物館を見学後、

中央構造線と設楽火山に関する地

質等を巡検した。実際に、地層を見

ながら解説していただいた。また、

国指定名勝天然記念物の鳳来寺山

の象徴である鏡岩は，松脂岩からな

っていることなど、愛知県で採取で

きる岩石についても学んだ。いろい

ろな岩石を持ち帰った。

【青少年のための科学の祭典】

日 時 10 月 6・7 日

場 所 名古屋市科学館

代表者 設楽町立津具中学校

髙木 啓司教諭

夏休み中に理科部員が北設楽郡内

で採取した松脂岩・水晶や、地元の

企業から提供を受けた黄鉄鉱など

の鉱物を使ってキーホルダーを作

るブースを設けた。

当日は 3 歳から高校生まで、幅広

い年代のたくさんの子どもたちの

参加があり、配布したキーホルダー

の数は過去最多となった。参加者は

砂にうもれた黄鉄鉱を夢中になっ

て集めたり、お気に入りの岩石を選

んだりして楽しんでいた。

 【理科学発表会】

 日 時  12 月 8 日

場 所  愛知教育大学

発表者 東栄町立東栄小学校

     桂川 慶佑教諭

4 年生単元「ものを温めるとどう

なるの？」の実践を発表した。空気

や水、金属などの温度が加熱によっ

てどう変化したかを、サーモグラフ

ィーカメラを用いて視覚化する方法

について発表し、使用する際の工夫

や課題について伝えることができた。

【授業研究会】

  日 時 12 月 18 日

場 所 豊根村立豊根中学校

授業者 髙森 彦輝教諭

  学習情報教育研究部との合同授

業研究会として、中学 3 年「中和」

の単元で実施した中和の際におこ

る電流の変化を、マイコンを利用し

て測定し、数値化して捉え、イオン

で考察した。従来の方法よりも中和

に対する生徒の理解が深まった。

【北設楽郡教育研究発表大会分科会】

 日時  2 月 20 日

場所  設楽町立設楽中学校

 理科部員で、授業の導入における

教材の工夫や授業ネタを披露する研

修会を行った。
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＜研修部門の活動＞ 

◎実験実技講習会（授業力アップセミナー） 

日 時 ８月３日（金） 

場 所 岡崎市立小豆坂小学校 

内 容 

・国研セミナー（自然科学研究機構講座） 

「地球温暖化とサンゴの白化」 

基礎生物学研究所 准教授 高橋 俊一 先生 

・学年別講座 

学 年 単 元 名 

小学校 

中学年 

３年 磁石の不思議を調べよう 

４年 ものの温まり方 

小学校 

高学年 

５年 電磁石の性質 

６年 土地のつくりと変化 

電気の性質と利用 

中学校 １年 大地の変化 

２年 地球と宇宙 

 参加した先生の感想には，「実際に実験を行い，

手順や押さえるべきポイント等を学ぶことができ

た。」「火山や天体という実験・観察が行いにくい

単元での講座だったので，具体的な授業のイメー

ジができてためになった。」などがあった。 

◎理科部自主研修会 

 岡崎市理科部として，教員の見聞を広げ，力量

向上を目的とした授業研究研修部，教材開発研修

部，自然観察研修部の３つ研修部会がある。 

・授業研究研修部 １０月１６日（火） 

岡崎市立岩津中学校 教諭 鈴木 里佳 先生 

 「教育研究論文の書き方について」  

・教材開発研修部 １０月２４日（水） 

 株式会社 ナリカ 田中 完治 様 

「レゴWeDo2.0とプログラミング教材を使って，  

小学６年生「電気の利用」をグループ体験」 

・自然観察研修部 ５月２９日（火） 

岡崎葵メダカ本店 店長 天野 雅弘 様 

「メダカの飼育方法について」 

 各研修部，上記に加えもう１つ研修を実施した。

岡崎市立愛宕小学校 大久保仁志 

＜事業部門の活動＞ 

◎第６５回 岡崎市小中学校理科作品展 

『科学の祭典』 

「未来へつなぐ ～岡崎の知恵・生命・自然～」 

日 時  １０月７日（日） 

場 所  岡崎中央総合公園武道館 

内 容 

・学校代表作品展示（研究・標本・製作物） 

 小中学校合計 ２５９作品 

・学生科学賞作品の展示 

・児童・生徒による研究発表 

・作って遊ぶコーナー 

・生物紹介コーナー（メダカの観察） 

・自然科学研究機構のコーナー 

・「木村資生科学賞」の表彰 

・木村資生博士の紹介コーナー 

・サイエンスショー（岡崎高校・岡崎工業高校） 

・スーパーサイエンススクールのコーナー 

 高校（協力校３校）小学校（推進校６校） 

・マルサンアイによる企画展示 

・岡崎市上下水道局下水工事課による企画展示 

◎理科自由研究相談会 

日 時 ７月２４日（火），２５日（水）， 

２６日（木），２７日（金） 

場 所 岡崎市総合学習センター 

内 容  

小中学生を対象とした理科自由研究の相談。 

 児童・生徒の夏休みの理科自由研究活動の支援

をすることを目的に，相談員として理科主任及び

理科専門教員があたっている。今年度は，４２２

人が来訪し，１８１件の相談があった。 

 相談教師の感想には，「やる気がある子供や保護

者の方が多く，話をしていてこちらも前向きな気

持ちになった。」「実験方法などインターネットや

動画を見せることで，『ずいぶん参考になった』と

いう感想をいただいた。」などがあった。 

平成３０年度 岡崎地区理科部の活動
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平成３０年度 幸 田 地 区 理 科 部 の 活 動

幸田町立幸田中学校 鈴木 圭太 

１ 主な活動内容

２ 授業研究会

本年度、「科学事象に浸らせることで見つけた問いを、自ら追究し、理科の楽しさに気づ

く『こうたっ子』の育成」の研究主題の下、２学期に南部中学校の鴨下敦教諭「中学３年『ス

ポーツドリンクはイオンだらけ！？（化学変化とイオン）』」の実践を行った。講師には、

刈谷市「夢と学びの科学体験館」の土居哲也先生をお迎えした。本実践では、単元の前半で

基礎・基本の内容の習得を目指し、後半で習得した基 

礎・基本の活用を狙った単元構成として実践を行った。 

身近なスポーツドリンクを教材とし、スポーツドリン 

クに含まれるイオンについて学習を進めた。生徒にと 

って身近な教材を用いたことで、生徒たちはより関心 

や探究意欲を高めて学習に取り組むことができた。ま 

た、活動の中で生徒の思考にずれが生まれる場面を意 

図的に設けたことにより、生徒たちは問題意識を高め、 

より主体的に追究活動に取り組むことができた。授業 

後、講師の土居先生より、クリティカルシンキングの 

重要性や新学習指導要領実施を見据えた理科の授業に 

ついてご助言をいただき、大変有意義な会となった。   ＜授業・協議会の様子＞

３ 「こうたサイエンス」－第１３集－の発行

今年度も「こうたサイエンス（第１３集）ＤＶＤ版」を発行する。各校へ配付するＤＶＤ

の中には、本年度までの幸田町内の教員が行った理科授業の指導案や論文、さらに幸田町の

地域教材等を累積して収録しており、日々の授業に役立てていただいている。本年度も新た

な指導案や論文が追加され、幸田の理科教育の実践を積み上げることができた。 

６月２６日

８月 ６日

８月 ７日

１０月１６日

１０月３０日

１１月 中旬

１２月２５日

３月上旬

第１回理科部主任者会（活動計画、研究主題、研修会検討等） 

研究推進委員会（研究計画，研究授業について） 

三教研理科部夏季研修会（知立）、第２回理科部主任者会 

研究推進委員会（研究授業について） 

授業研究会 

南部中学校 鴨下 敦 教諭 中学３年 理科「化学変化とイオン」 

講師：刈谷市「夢と学びの科学体験館」 土居 哲也 先生 

夏休み自由研究優秀作品表彰 

研究推進委員会（授業分析，研究のまとめについて） 

「こうたサイエンス 第１３集」発行（ＤＶＤ配付） 
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平成 30 年度 西尾地区理科部の活動 

西尾市立西野町小学校 中野 正康

○夏季研修会

日 時：８月３日（金） ９：００～

場 所：西尾市立鶴城小学校 図書室（参加者 ２９名）

内 容：小学校理科のブラッシュアップ～電気単元の理解、顕微鏡の使い方～

講 師：愛知教育大学 理科教育課程 教授 岩山 勉 先生

     愛知教育大学 理科教育課程 教授 澤 正実 先生

 小学校教員で理科免許を持っていない方を対象に夏季研修会を行った。

電気単元の理解では、電流・電圧等の基礎知識の説

明や電球などの実験器具にふれながら実験装置の違い

や注意点を教えていただいた。また、顕微鏡の使い方

では、各発生段階のメダカの卵を観察しながら顕微鏡

操作の基礎基本を教えていただいた。参加者の先生か

ら、新たな知識を得た喜びの声をいただき、児童生徒

のように実験を楽しみながら研修に取り組む姿が見られた。大学の先生ならではの

深い知識と教材の準備で、理科教育の面白さを再発見できる充実した研修となった。

○一斉授業研究会

日 時：１０月４日（木） 第５校時  

場 所：西尾市立八ツ面小学校 理科室

授業者：西尾市立八ツ面小学校 教諭 平岩 美穂

単 元：小学校４年理科「ものの温度と体積」

講 師：高浜市立高浜中学校 教諭 山本 弘法 先生

 小学校４年生「ものの温度と体積」の

単元で、卵に手を触れずに容器の中に入

れる方法を考え、その仕組みを解明して

いく授業を行った。既習事項をもとに、

容器を冷やすことで卵を容器の中に入

れることができると予想した児童たち

に、それだけでは入らないことを目の当たりにさせることで、深い思考へ向かわせ

る授業展開をとった。子どもたちは、グループで相談しながら方法を考え、既習の

知識とモデル図を活用し事象を説明した。理科部会の研究テーマにせまるよい授業

となり、授業展開や教具・教材としても提案性のある授業を行うことができた。
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平成３０年度 刈谷地区理科部の活動

刈谷市立朝日中学校 村瀬 隆一

【一斉研修会】     ６月１４日

小学校の部 刈谷市立小高原小

中学校の部 刈谷市立刈谷南中

 小・中学校

に分かれ，小

学校は「てこ

のはたらき」

の授業を，中

学校は「植物

のなかま分け」の授業をそれぞれ参観し，

研究協議会を行った。 

【小学校理科授業実技講習会】８月８日 

富士松南小,小垣江東小,刈谷南中，雁が音中

 市内小学校

の３～６年担

当の教諭が各

３０名ほど参

加し，２学期

以降の理科の

授業の具体的

な進め方について実技講習を行った。

【先端科学技術見学会】 ８月２４日 

豊田自動織機株式会社

 豊 田自動織

機株式会社の

協力を得て，市

内各中学校か

らの希望生徒

を対象に，関連

施設の見学等

を行った。 

【化石採集・地層見学会】 ８月２８日

瑞浪化石博物館および化石採取場

 各小学校からの希望児童を対象に土岐

川周辺での化石採取および地層観察，化

石博物館の見学を行った。 

【石田科学賞児童生徒創意工夫展】

１０月１４日，１５日

刈谷市産業振興センター

 各小中学校の児

童生徒が作った創

意工夫作品の中か

ら，優秀作品を展

示した。 

会 場 に は 理

科部をはじめ，

企業，大学，高

校 な ど の 実 験

教 室 や 体 験 コ

ー ナ ー が 設 け

られ、２日間とも大盛況であった。 

【児童生徒理科研究発表会】

１月１９日 中学校の部 

１月２３日 小学校の部 

刈谷市社会教育センター

 各小中学校の児童生徒が行った理科研

究の中から,優秀な作品を発表した。小学

校は８分間で各校１点，中学校は１作品

１２分で各校２点の作品を発表した。 

【理科教育研修会】  市内小中学校

 刈谷市教科指導委員を講師として，指

導案検討，授業研究などを実施した。

実技講習会（５年） 

体験コーナー 

先端科学技術見学会 

研究授業（中学校） 

優秀作品の展示 
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平成 30年度 高浜地区理科部の活動

高浜市立港小学校 村上 文

１ はじめに

高浜市教育研究会理科部では、三河教育研究会理科部と共通の研究主題「自然を意欲的

に追究し、豊かな心と創造力を培う理科学習」を掲げ、各種研修会に参加したり、授業研

究を行ったりしている。今年度は、三教研夏季研修会での提案発表、市内一斉授業研究を

行った。

２ 活動の概要

(1) 第１回市教研主任者会 ４月 9日（月）

(2) 市教研総会 第１回理科部会 ４月23日（月）

平成 30年度研修テーマ確認、平成 30年度活動計画について
(3) 市教研各部主任者会 ５月18日（金）

各部運営方法の協議・確認、活動収録の作成計画

(4) 三教研夏季研修会参加 ８月 7日（火）

(5) 市教研一斉授業指導案検討会 第２回理科部会 ８月23日（木）

指導案検討、当日の役割分担について

(6) 市教研一斉授業研究会研究会 第３回理科部会 10月18日（木）

研究授業、研究協議会

２ 三教研夏季研修会での提案発表

(1)分科会 小学校上学年 提案者 港小学校 加藤広規教諭

(2)単元名「仲間と考えを伝え合い、聞き合いながら、意欲的に課題を追究できる児童の
育成～５年「電磁石の性質」の授業を通して～」

３ 市教研一斉授業研究会

(1) 授業者 南中学校 清水和也教諭

(2) 単元名 「万が一に備えて作りたい

水だけで光るＬＥＤライト

～化学変化と電池～」

(3) 授業内容
生徒は、本単元の導入で、水だけで光るＬＥ

Ｄライトに出会い、自分たちでもそのＬＥＤラ

イトを作ろうと考えている。そのためにそのＬ

ＥＤライトが光る仕組みを明らかにしていく。

本時は、前時までの実験から分かったこと伝え

合い、学級全体で情報を共有した。また、新た

な疑問やはっきりしないことを整理し、どのような実験をすると解決できるのか考え、

実験を行う実践であった。

(4) 助言者 愛知教育大学教授 大鹿聖公先生

本時の授業では、前時までの実験結果を全員で共有したことがよかったとご指導いた

だいた。また、次期指導要領では、資質能力の育成に重点を置いていることや理科の見

方、考え方について教えていただいた。そして、アクティブラーニング、単元の組み方

などについて学ぶことができた。

４ おわりに

本年度は、理科部員が積極的に三教研夏季研修会に参加したり、授業研究を行ったりし

て活動を進めることができた。今後もさらなる授業力向上を目指して、研修や研究を行っ

ていきたい。

疑問解決のための実験を行う生徒
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豊田地区では，毎年全小中学校の理科主任を

会員とする豊田市教育研究会理科部で活動を

行っている。今年度も研修部，行事部，調査部，

ブロック主任部を設置して，充実した活動を行

ってきた。

豊田市教育研究会理科部の活動  

（１）豊田市小中学生科学研究作品展の運営 

   児童生徒の科学に対する関心を高め，

観察力や思考力を養うとともに，粘り強

く研究に取り組む態度を育てることを

目指している。

・本年度の応募作品総数 ８，６１０点

・表彰 

最優秀賞（５点），優秀賞（２５点）  

優良賞（５５点），努力賞（８４点）  

・作品展（産業文化センター） 

    最優秀賞，優秀賞，優良賞の作品８５

点を展示し,１０月２７日（土）,２８日
（日）の２日間公開した。

＜作品展の会場＞ 

（２）夏季実技研修会（7/30） 

・とよた科学体験館にて開催

   ・講師 浅田英夫先生（天文アドバイザー）

   ・演題「火星大接近‐火星の謎にせまる」

    火星大接近のタイミングに合わせて，

プラネタリウムを視ながら惑星につい

て学んだ。 

（３）理科実験観察研修会（8/23） 

    豊田市教職員会館にて,理科の指導力
向上のための実技研修を行った。午前

は小学校の部として授業における事

故防止や実験観察の進め方，学年ごと

の指導法，午後は中学校の部として授

業における事故防止と単元構想図，分

野ごとの指導法，模擬授業を行った。

参加した教員からは,「夏休み明けから
すぐに行いたい内容が多く，モチベーシ

ョンが上がった。」「単元や授業をどのよ

うな視点で組み立てることが大切であ

るかを、考えるよい機会になった。」な

ど,有意義な時間を過ごすことができた
という声が多く寄せられた。

＜研修の様子＞

（４）豊田市教育研究協議会への協力（8/25） 

    小学校,中学校各２校の提案・協議が
あり,研修を深めることができた。 

（５）実践記録集のデータ化 

「生き生きと学ぶ理科の窓」と題し,
各校の理科授業の実践記録を収録して

いる。

（６）調査活動 

今年度は新学習指導要領への移行に

備えて，各学校の備品整備状況を調査し

た。この結果を受け，今後の研修内容の

参考にしたり，整備依頼をしたりしてい

こうと考えている。 

豊田地区の理科部の活動 

豊田市立朝日丘中学校 富田 祐介

＜最優秀賞作品＞ 

・小学校３年生 

「すごいぞ！！きゅう～ばんの力」 

・小学校６年生 

「目指せ！金魚すくい名人」 

・中学校１年生 

「進め！表面張力ボード２ 

－最速ボートの条件はこれだ！－」 

・中学校２年生 

「暑さから魚を守る！ 

 効果的に水温を下げて、水温上昇を防

ぐには？」 

・中学校３年生 

「お茶の泡立ちを防ごう！！」 
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平成 30 年度 安城地区理科部の活動 

安城市立錦町小学校 小橋 美咲  

１ はじめに 

安城地区では、三教研理科部と共通の研究主題である「自然事象を主体的、協働的に追究し、

豊かな心と創造力を培う理科学習」をテーマに活動している。この主題に基づいて重点目標を次

の二点に置いている。 

・身近な自然素材や身のまわりで起こる事象を教材化したり、体験活動を重視した問題解決的

な学習や個別の追究学習などを有効に活用したりしながら、子どもの学習意欲を高める。 

・直接的な体験活動を通して、身近な生物や自然環境への興味・関心を高めるとともに、自然

を愛する心情を育て、生きてはたらく知識、科学的な見方や考え方を身につけさせる。 

２ 活動 

(1) 一斉研修会  

事前に小委員会で指導案・協議会協議内容等について検討し、一斉研 

修会で授業研究に取り組んだ。授業では、魅力的な自作教具により、生 

徒が主体的に課題に取り組む姿が見られ、改めて教材・教具を工夫する 

ことの重要性を感じることができた。協議会では、実際の教具を用いて 

少人数のグループで協議することにより、活発に意見が交わされ有意義 

な研修になった。エネルギーという、言葉で説明しづらい現象を扱って 

いるため、実験結果から考察に向かう過程での教師の言葉がけについて 

多くの意見が寄せられた。 

(2) 第５６回自然観察会・夏季研修会 

自然観察会は、「植物採集指導会」を前身として昭和３８年より始ま 

 り、本年度で５６回目を迎えた。魅力ある会にするため、事前に講師と 

現地で活動内容を検討し、フィールド内には児童生徒が自由に散策した 

り観察したりできるようにスタンプラリー形式のコースを設置した。ま 

た、講師経験が豊富な先生方から、矢作川周辺で見られる生き物や草花 

についての専門的な話を伺うことができ、理科部員にとっても有意義な 

研修の機会となった。今後も夏の異常気象が心配されるため、安全面に 

配慮しながら開催を続けていきたい。 

日 時  平成３０年６月１４日（木） 

会 場  安城市立東山中学校 

単 元    ３年「目指せ！ホールインワン～エネルギーの移り変わりを考えよう～」 

参加者  市内小中学校教員 ５１名 

日 時  平成３０年７月３０日（月） 

会 場  矢作川 川島河川敷公園 

講 師  西三河野生生物研究会より４名、市内理科教員２０名 

参加者  児童生徒１２９名、保護者７８名、引率教員２７名、計２３４名  
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平成 30 年度 知立地区理科部の活動

執筆者 知 市   北中学校 松瀬咲子 

１．夏季研修会の開催
 ８月７日（火）に知立市文化会館において開催された三河教育研究会の夏季研修
会の運営に携わらせていただきました。講師に有限会社ラドの   郎  をお招き
し、「水波・音波・光波は波であることを実験で確かめてみよう！」の演題でご講演
いただきました。また、小学校下学年 64 名、小学校上学年 69 名、中学校 104 名の
計 237 名の先生方にご参加いただき、分科会では、活発に意見交換がなされました。
知立市としては、主に、駐車場や施設内の案内等を担当させていただきました。知
立市理科部会のメンバーで一致団結をし、活動することができました。 

２．授業研究会の実施 
 10 月 31 日（水）に授業研究会を開催しまし
た。授業実践は、第２学年電流と回路の単元で
実施しました。課題との出会いの場面では、図
１のような A E の端子だけが見えるブラック
ボックスを生徒に提示しました。ブラックボッ
クス内の回路は、図２のようになっています。A
E のうち２つの端子を選択し、それに電池と豆

電球をつなぎ（図３）、ボックス内の未知の回路
を探る活動をしました。その後、その回路を導
き出す過程で疑問に思ったことを個人やグルー
プ、学級全体で追究する展開で授業を進めまし
た。生徒は、「AC につないだときと、DE につな
いだときに、豆電球（ブラックボックス外の豆
電球）の明るさが違うのはなぜか（豆電球が２
つあると暗くなるのはなぜか）」や「AC につな
いだときと、AD につないだときに、つないだ豆
電球の明るさが違うのはなぜか（AE 間につなが
れている抵抗がどのような役割をしているの
か）」等の自らの疑問を、電流計や電圧計などを
使って追 
究する中で、直列回路と並列回路の違いに気付くことができました。 

図１ 

図２

図３
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平成３０年度 碧南地区理科部の活動 
碧南市立西端中学校 浅井 真早 

１  研究のあゆみ 

５月１０日（木） 第 1回碧南市教育研修会理科部会 （於：碧南市立中央中学校） 

○研究テーマの決定   ○年間計画及び予算の検討 

８月 ２日（木） 第２回碧南市教育研修会理科部会夏季研修会 

（於：蒲郡市生命の海科学館） 

           ○館内の見学 ○岩塩の観察（ワークショップ）  

１１月 ７日（水）   第３回碧南市教育研修会理科部会  授業研究会  

（於：碧南市立西端中学校） 

○単 元：中３「中和とイオン」 

○授業者：柏倉崇晴教諭（碧南市立西端中学校） 

○講 師：坂田周一先生（愛知教育大学付属岡崎中学校教諭）  

１２月 ４日（火） 第４回碧南市教育研修会理科部会 （於：碧南市立鷲塚小学校） 

○研究実践のまとめ ○来年度および今後の研修会等について 

２ 研究の内容  

（１）夏季研修会 

①蒲郡市生命の海科学館の見学 

 生命の海科学館は、いん石や化石の実物に触れ、地球の歴史や生物の移り変わりを学ぶことが

できた。科学館のスタッフの解説により、大変わかりやすく見学することができた。今年、新種

と認定されたインカクジラについても、わかりやすく解説していただいた。実際に本物のいん石

に触れたり、木の化石の中に入っている翡翠の化石などを手で直接触れたりすることができ、よ

い体験となった。 

②岩塩の観察（ワークショップ） 

 科学館館長の指導のもと、岩塩の観察を行った。市販されている岩塩の塊をハンマーで割り、

その欠片を双眼実体顕微鏡で観察を行った。岩塩を観察してみると、結晶ができた当時の水や気

泡を観察することができた。また、結晶を少し動かすと中にある気泡が動くようすも観察するこ

とができた。身近なものから古代を感じるとてもよい教材であり、その教材を知るよい機会にな

った。 

（２）授業研究会  

①ご指導  講師：愛知教育大学附属岡崎中学校 坂田 周一 先生 

・単元構想の工夫をすることで、生徒が本気になることができる。また、生徒自身が見つけ出し

た問題にもっていけるように授業の工夫をする必要がある。課題（人から与えられるもの）では

なく、問題を解き明かす実験を行えると意欲が増す。 

・数的思考、量子概念を育てるために、グラフに数値をつけ、定量的に実験を行うとよい。 

・今までの知識と友達や先生から教えてもらったこととの「ずれ」を大切にし、新しい気づきが

あるとよい。 

・実験で電流の値が０にならなかった原因を、教師側が実験内容を追求する必要がある。   

３  今後の課題 

 今後は、新学習指導要領で示されている「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善を進めていきたい。そのために、これまで実践してきた「不思議だな」と子どもに感じさせる

事象のみにとどめず、さらに問題意識を引き上げて「どうしても解決したい」と思わせるような

自然事象や教師の手立てを考えていく必要がある。そのような授業を創り出すために、まずは教

師が不思議だと思える事象を生活の中から見つけ出し、どのようにして子どもとその事象を出会

わせるかを工夫していきたい。 
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平成３０年度 みよし市地区理科部の活動

みよし市立三好中学校 手島隆一郎

１．理科部会の活動

 ・第１回理科部会（部会）

   ４月１２日（木） 年間計画の検討会 【 サンアート 】

 年間の活動内容の検討と確認をした。授業研究会は，三好丘小学校の田

中鉄成先生に小学５年生の単元「流れる水のはたらき」で研究授業の実践

をお願いした。また，夏季休業中に開催される三河教育研究会理科部夏季

研修会に参加することと，１０月に名古屋市科学館で行われる「青少年の

ための科学の祭典２０１８・名古屋大会」でのブースを担当することを決

めた。

 ・夏季実技研修会の実施（研修会）

   ７月３０日（月） 夏季実技研修会【 天王小学校 】

            講師：みよし市教科アドバイザー

               小栗一夫 先生 ， 深見秀之 先生

 小学校の教科書にある実験につい

て，準備やポイントのおさえ方などを

２名の講師の先生に教えていただい

た。本年度は，上学年（５，６年生）

と下学年（３，４年生）に分けて研修

会を行い，市内の小学校より３７名，

中学校より７名，合計４４名の先生方

に参加していただき，たいへん有意義

な時間を過ごすことができた。参加さ

れた先生方からは，「夏休み明けや後

期の授業に生かせるような実践的な

内容が多く，とても参考になった」という感想が聞かれた。

 ・研修会への参加（研修会）

   ８月 ７日（火） 三河教育研究会理科部夏季研修会【知立市文化会館】 

   市内の各小中学校から多くの先生方が参加した。戸田一郎先生（有限会社

ラド，前･北陸電力エネルギー科学館サイエンス･プロデューサー）の講演

を聞いたり，各分科会の提案者の研究報告や授業の実践報告を聞いたりし

ながら研修を深めることができた。

 ・第２回理科部会（授業研究会）（部会）

  １１月 ２日（金） 授業研究会【 三好丘小学校 】

            授業者 ： 田中 鉄成 先生

  １１月 ２日（金） 部会【 三好丘小学校 】

【 夏季実技研修会の様子 】
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    ・平成３０年度の活動の反省

    ・平成３１年度の活動の計画

 ・冬季研修会の実施（研修会）

   １月１１日（金） 冬季実技研修会【 天王小学校 】

            講師：みよし市立南中学校長 堀木 広 先生

２０２０年のから始まるプログラ

ミング学習の実施に備え，南中学校の

堀木校長先生に講師を依頼し，市内小

学校の理科主任や６年生担当の先生，

みよし市教育委員会学校教育課の指

導主事，ＩＣＴサポーターなど１７名

を対象に研修会を実施した。研修会

は，参加された先生を児童役として，

堀木校長先生が小学６年生の単元「電

気の性質とその利用」の模擬授業を行

うという形で行った。参加された先生

方は，実際の教具（micro:bit や LED 電球など）を使って，実際にプログラ

ムを作る活動を通して，プログラミング学習の面白さや難しさを実感され

ていた。堀木校長先生からは，子どもが試行錯誤する過程や，苦労してプ

ログラムを作成したときの達成感を味わわせることの大切さを教えていた

だいた。

研修に参加された先生方には，研修内容を各校の先生方に伝達していた

だき，市内の全小学校でプログラミング学習の開始に備えられるようお願

いをした。

２．その他の活動

 ・青少年のための科学の祭典２０１８・名古屋大会への参加（ブース担当）

１０月６日（土），７日（日）【 名古屋市科学館 】

 大久保加奈子先生（天王小）が中

心となり，河上静夏先生（中部小），

瀬戸菜々子先生（中部小），平林堅

吾先生（中部小），播摩淳一先生（北

部小），吉澤雄輝先生（北部小），

池見裕貴先生（北部小），中根将敏

先生（南部小），橋元陽介先生（南

部小），前野真也先生（緑丘小)の

１０名の先生方に｢かんたんキラキ

ラ万華鏡｣というテーマでブースを

担当していただいた。会場を訪れた子

どもたちに笑顔で優しく接しながら，

手作りの教材を通して理科の楽しさを伝えてみえた。

【 科学の祭典での様子 】

【 冬季実技研修会の様子 】
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１ 各地区理科部の活動報告

〈令和元年度〉





磁 石 で 動 く 魚 か ら 問

題 を 解 決 し よ う と す

る子どもたち

課題に「出会う」生徒

令和元年度 豊橋地区理科部の活動 
豊橋市立幸小学校  千種 優子 
豊橋市立高豊中学校 黒栁 勉  

 豊橋市小中学校理科研究部では，自主研修部と専門研修部を「授業研究部会」「課
題研究部会」「専門研修部会」の三部会に分けて実践を進めた。今年度の主な活動内
容は次の通りである。 
理科分科会（小） 
〇自主研修部 
①授業研究部会 
『実体験をもとに，生き生きと語り合い， 

主体的に問題解決に取り組む子どもの育成』 
―３年「磁石で楽しもう！ふしぎなおもちゃ ～じしゃくのふしぎをしらべよう～」

の実践を通して― 
本実践では，めざす子ども像を「①関心や意欲をもって対象

と関わり，自ら問題を見いだし，追究することができる子，②
自らの考えに自信をもち，他者にわかりやすく発信できる子」
とした。学習展開に，魚釣りゲームを段階的に扱ったり，身近
に磁石を体験できるコーナーを設置したりすることで，事物・
現象に関心や疑問をもち，より主体的な話し合いや検証実
験ができた。また，問題を追究する際に，絵や言葉で表現
した説明図を用いて対話をすることで理解を深め，他者に
わかりやすく説明することができた。 
②課題研究部会 
・夏休みに，全小学校で行われている生物スケッチの指導の研修会を開いた。 
・理科授業の支援情報紙「プレアデス」を随時発行した。 

〇専門研修部 
 ③専門研修部会 

・夏休みに，教師を対象とした実験講座「音で遊ぼう」を開催し，素材の違いに
よる音の振動の違いを紹介した。 
・「青少年のための科学の祭典・東三河大会」に、音エネルギーを回転エネルギ
ーに変える「さけんでくるくる」で，参加協力をした。 

理科分科会（中） 
○自主研修部 
①授業研究部会 
『自然現象について目的意識をもって追究し， 

科学的思考力を高めていく子を育てる理科学習』 

―２年「謎解き！酸化・還元の秘密に迫ろう！」の実践を通して― 

  謎解きサイクル（「出会う」「考える」「確かめる」「ま
とめる」）を繰り返し展開することで，見通しをもっ
て科学的に追究しようとする生徒たちの姿を目ざし
た。「出会う」では，疑問を抱きやすい現象に出会わ
せることで，追究意欲を高めた。「考える」では，意
見交流をしながら根拠にもとづく仮説をたて，「確か

める」で予想を確かめるための実験を行った。「まと
める」では，結果を比較したり，他の実験結果と関連
づけたりして考えることで，秘密に迫った。謎解きサイクルを繰り返していく中
で，ねらいを明確にして追究していく生徒の姿がみられるようになった。
②課題研究部会 

  「見通しをもって観察・実験を行い，科学的な根拠をもとに表現する力を養う 
理科学習」のテーマのもと，授業実践を行った。研究部研究大会では実践の発表
を行い，成果や課題，困っている点についてグループ協議を行った。１０名の実
践レポートをもとに５つのグループで協議した内容を全体で共有した。 

○専門研修部 
 ③専門研修部会 
 ・夏休みに，理科実験講座「気体の性質」を開催した。 
 ・「子どものための科学展」の実験ブースとして参加協力を行った。 
 ・魅力ある教材開発の紹介として，教材研究会「光の性質」を行った。 
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令和元年度 田原地区理科部の活動

田原市立田原南部小学校  鈴木通正  

１ 主な活動内容

 本年度、田原市教職員会理科部会では次のような活動を行った。

４月 第１回 年間計画作成

６月 第２回 授業研究会  授業者 田原市立田原中学校 大場久司先生 

研究主題「話し合いながら、主体的に問題解決に取り組む生徒

の育成」 ～３年理科「緊急事態！科学の力でお湯をつくろう」

の学習を通して～

８月 第３回 豊橋市視聴覚教育センターにおいて研修・実習及び施設見学

１０月 第４回 田原市教育総合研究発表会

３月 研究集録発行

２ 活動内容の紹介

（１）授業研究会（６月） 

 中学３年「運動とエネルギー」の単元にお

いて、追究できる課題を設定し、子供たちが

主体的に問題解決に取り組む姿を願い、授業

実践をした。熱を発生させる方法について、

生活体験や既習内容から、実験の方法を考え、

授業で実際に取り組んだ。熱を発生させる大

変さを子どもたちに実感させることで、今日

の科学技術のすばらしさや理科の有用性を感じさせたいと考え、単元を構想した。

授業後の研究協議では、「ガスや電気が使えない災害時にお湯をつくるという課題

を設定したことで、生徒たちは実験において試行錯誤しながらも意欲的に実験に取

り組んでいた。」「火は危険であり、実験方法が班ごと違うと安全面における指導

を徹底するのが難しいのではないか。」といった意見が出された。

（２）豊橋市視聴覚教育センターにおいて研修・実習及び施設見学（８月） 

 理科教員の資質向上を目指して、豊橋市視聴

覚教育センターにおいて、研修・実習及び施設

見学を行った。「音のふしぎ」をテーマに、音

の振動数と可聴域について実際に音を聴きな

がら体感したり、糸電話の糸を風船や針金に代

用した電話と比べることで振動を伝える仕組

みや速さなどについて考えたりした。参加者か

らは「身近なものを用いて音の実験ができるこ

とを知り、学校でもやってみたい。」「鉱物などの本物を見ることができる貴重な

経験となった。社会見学でも活用したい。」といった感想が寄せられた。
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令和元年度 蒲郡地区理科部の活動 
蒲郡市立中部中学校 鈴木勇貴 

１ 蒲郡市理科部会の研究

 蒲郡市理科部会では教材との出会わせ方の工夫や教材・教具の開発を行い，子ど
もたちが主体的に追究する中での，自然の仕組みを感動的にとらえさせる理科学習
の在り方について研究実践に取り組んできた。 
 以下が本市理科部会がねらう「自然の仕組みを感動的にとらえる学習」である。 

２ 実践の成果と課題

（ 1）小５・ハイジの曲に合った１往復８秒のブランコを作ろう（振り子の運動）

 ハイジの曲に合った１往復８秒のブランコ（1600ｃｍの振り 
 子）【資料１】を作ることを目標に振り子の追究を行った。 
 ○導入で，ハイジの巨大ブランコという魅力的な教材に出会 
  わせ，終末に「巨大ブランコを作製する」という明確な目 
  標を設定したことで，興味をもって主体的に追究できた。 

また，振り子の条件を制御して追究し，データをもとに 
仲間と共同でグラフを作成することで対話的な学習となり， 
この活動を通して振り子の法則性を見つけ出せた。 

△法則性から，振り の さを導き出せたものの，安全を考 
慮すると，実際に巨大ブランコに乗ることはできなかった。 
実際に体感できる課題設定の重要性を感じた。 

（ 2）中 1・一弦琴を演奏しよう！（音の性質）

 身近なものを使用して My オリジナル一弦琴【資料２】を製作し,音の追究を行った。 
○一弦琴は，1 本の弦で様々な音 
階を演奏することができるため， 
「1 本しかない弦で，どうやっ 
て演奏しているのか仕組みを知 
りたい」という追究意欲をもた 
せることができた。また，一人一台の一弦琴を製作したことで，疑問に思った 
ことを納得いくまで追究ですることができた。 

△一弦琴は，容易に製作でき，さらに意欲をもって音の性質を追究するのに大変 
有効であったが，弦が緩んでしまったり，取れてしまったりすることが多かっ 
た。より壊れにくいものへと改良していく必要性を感じた。 

・自然事象に心揺さぶられ，「あれ？」「おや？」「調べてみたい」といった追究 
意欲をもつ学習 

・主体的に追究する中で，自然の仕組みについて，自分なりの発見をする学習 

資料 2：一弦琴 (紙コップ ,釣り糸 ,ヒートンを使って制作

資料１：1600 ㎝ の振り子
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 令和元年度 豊川地区理科部の活動 

豊川市立国府小学校  筒井 亨臣

豊川市現職研修理科部会は、「理科好き」な子を増やしたいという思いをもち、教員の技量

向上を目標とした研修会、子どもを対象としたものづくり講座、作品募集などの計画や準備、

三教研夏季研修会の発表準備、授業研究や市内の授業記録の集約などを行った。

（１）実技研修部 

○理科教育夏期実技研修会 

【会場】：豊川市立千両小学校 理科室

【概要】：今年度は、「楽しくなければ理科ではない」と題し、講師にケ

ニス株式会社 竹森浩様をお招きして、新学習指導要領で新しく加わる

単元の実験方法と実験機器の使い方を紹介していただいた。 

小学校３年生の「音と光の性質」の単元では、太鼓を使った音実験を行

った。太鼓の下に手を当てて、上から太鼓をたたくと、空気の振動を感じ

られる。また、太鼓の上に囲いをつけ、細かな球をたくさんのせてたたく

とその球が高く跳ねたり、振動したりする。音を体感できたり、視覚的に

感じ取れたりする実験器具であった。 

小学校４年生「雨水の行方と地面の様子」の単元では、粒度の違う色

砂で水のしみこみ方を観察した。砂を手で触り、色と粒度を確認したあ

と、ボトルのキャップにフィルターを付けて、砂を入れ、水を同時に流

し込んだ。このキャップ付きフィルターは、別で配付された。粒の違いが

色によってはっきりするので、実験結果も明確にわかった。

その他にも、おすすめの理科機器の紹介もあった。TDLは６年生の地層の

でき方の単元で使われる。色によって粒子の大きさが違うので、体積の様子

が明確にわかるようになっている。また、４年生の金属の温まり方の単元で

は、蝋を鉄に塗って実験をすることが多いが、サーモペーストを使うと、温

度の変化が色でわかるので、視覚的にも変化を捉えやすいものとなっている。 

今回は新学習指導要領に合わせて、夏期実技研が行われた。アンケート

からは来年度以降も指導要領に合わせた実験を希望する声が多くあった。

（２）渉外活動部 

○親子ふれあい工房 

【会場】：プリオ生涯学習会館 図工室（豊川市諏訪町３丁目１３３）

【概要】：市内の小学生とその保護者を対象に、理科の楽しさを味わ

える教室「親子ふれあい工房」を実施し、親子１５組が参加した。

参加した子どもは、かさぶくろロケット、ふきあげロケット、偏光

板を使ったおもちゃ作りを行った。子どもからは、「ロケットを作る

のが楽しかった」「偏光板がいろいろな色に変わって、すごくきれい

だった」という感想があった。保護者からは、「この機会に、工作、

理科に興味が出てくれるとうれしい」「子どもとゆっくりじっくり工

作ができ、良かった」などの感想があった。親子で楽しみながら、

理科の実験や工作に取り組むことができたという喜びの声がたくさ

ん集まった。

【偏光板を使ったおもちゃ作り】 

【太鼓の音実験】

【粒度の違う砂】

【TDL】

【サーモペースト】
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令和元年度 新城地区理科部の活動 

新城市立鳳来中学校 大矢幹人 

１ 本年度の重点活動 

本年度の重点活動は，第１期（過去４年間）の成果の検証と新学習指導要領に備

えての準備の２つである。成果の検証では，８月に行われた新城市教職員総会の場

で部会として発表を行った。新学習指導要領への準備としては，各自が「新城版理

科教育論」の提案する授業研究を実践し学び合った。 

２ 第Ⅰ期（過去４年間）の検証 

第Ⅰ期（過去４年間）では，「自然事象を主体的・協働的に追及し，科学的な見

方や考え方を培う理科学習～新城の三宝に学ぶ理科学習～」を研究主題とし，実践

に取り組んだ。研究主題に迫る手立てとして，次の３点を考え，提案した。 

 これまで過去４年間，学芸員と連携した実践，身近な河川を単元にした実践，ダ

イナミックなモデル実験を通して協働的な話し合い活動を行った実践など，新城の

三宝を生かした授業実践が理科部会で提案された。提案していく中で，「新城の理

科学習への普及活動」，「理科の苦手な先生への支援体制づくり」，「閲覧しやすい授

業・実験レポート集への改善」などが，一層授業を深めていくための視点として見

つかった。 

３ 「新城版理科教育論」の提案・発信にむけて 

 本年度の授業研究では，中学３年「どうなっている？

電池の秘密に迫れ！」を単元名とし実践を行った。生徒

自身の疑問を全体の課題としたことで，意欲的に取り組

む姿が多く見られた。また，話し合い活動が活発に行わ

れるよう「ワールドカフェ方式」という技法を用いた。

生徒が自由な雰囲気で，友達の意見を見聞きすること

で，自分の考えを深めていく様子がうかがえた。さらに「イオンモデル」を用いた

り，ICT を活用したりすることで，理科が苦手な生徒に対しても視覚的に学べる場

が設けられていた。 

こうした授業を通して見られた生徒の姿から，主体的に学ぶ子を目指す「新城版

理科教育論」が有効であると確かめることができた。 

手立て１ 新城の三宝を生かした教材開発をすることで子供が主体的に学ぶこ 

とができる。 

手立て２ 単元構想や授業展開を工夫することで協働的に学ぶことができる。 

手立て３ 若手教員の育成を軸として研修を行うことで，理科部会全体の授業力 

を上げることができる。

ワールドカフェ方式による話し合い  
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資料２ 虹彩の動きに注目したろ紙

資料３ 虹彩の色に注目したろ紙

令和元年度 北設地区理科部の活動

豊根村立 豊根中学校  山口 諒

中２ 「動物の生活と生物の進化」 小単元「行動のしくみ」  

眼球のつくりとはたらきを探究する立体モデル 

眼球のしくみやはたらきを確かめる

ためのモデル装置を自作した（資料

１）。このモデル装置は、光源の距離や

虫眼鏡の位置などの複数の条件を変え

られる、立体的に構造を捉えられる、複

雑な眼球組織のうち、ピントを合わせ

たり目に入る光量を調節したりするた

めの組織のみ焦点化されているといっ

た特長がある。

ピントを合わせるための水晶体の変

化は虫眼鏡を複数重ねることで、模擬的に水晶体が

ふくらむ現象を再現した。また、ろ紙を生徒に配付

し、虫眼鏡にあてることで、虹彩をろ紙に見立てた

光量の調節を実験で確認できるようにした。

本教材を活用した、第３時では、虹彩のはたらき

を実験で確かめる際に、生徒達は各々の工夫を行っ

た。資料２は虹彩がどのように動いて光量を調節し

ているかに注目し、それを再現しようと生徒が作成

したモデルである。このモデルでは、瞳孔の大きさ

が変化することについて、虹彩の伸び縮みによって

生じているというように視覚的に理解できていた。

資料３は、海外の人が瞳の色が異なることを考

え、虹彩の色の変化が光量にどのように影響してい

るかに注目した生徒が作成したモデルである。この

モデルを用いた生徒は、実験結果を色が薄い虹彩の

方がわずかに光量が多かったと捉えた。このことを

解釈する上で、「外国の人がサングラスをかけてい

るのはなぜ？」と発問すると、「まぶしいからサン

グラスをかけているのか！」と納得している様子が

見られた。

普段は見えない眼球の構造と生活体験とを結びつ

けることに役立った。
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令和元年度 岡崎地区理科部の活動 

岡崎市立大門小学校 金澤 徹

４月１１日  現職研修委員会総会（上地小）

５月２８日  自主研修会①【自然観察研修部】（岡崎市総合学習センター）

       ○メダカの飼育方法 

講師 岡崎葵メダカ本店 店長 天野雅弘様

 ６月１９日  自主研修会②【授業研究研修部】（岡崎市総合学習センター）

        ○教育研究リポートの書き方について

６月２１日  『理科の研究』編集委員会

       〔第２回１０月２３日、第３回１１月２７日〕

７月１２日  自主研修会③【教材開発研修部】（岡崎市立小豆坂小学校）

       ○理科授業のとっておきの小ネタ紹介

 ７月２３日  第１６回理科自由研究相談会（岡崎市総合学習センター）

   ～２６日  相談件数１５４件〔１日平均３８．５件〕

７月３０日  第５６回夏季理科実験実技講習会「授業力アップセミナー」

        （岡崎市立小豆坂小学校）

        ○自然科学研究機構の先生による講演

         担当講師：分子科学研究所 准教授 古賀信康様

        ○学年別講座

         小学校中学年・高学年と中学校の３つのグループに分かれ、

各学年で授業に役立つ教材をもとにした実験実技研修

 ８月２９日  岡崎市教育研究大会（岡崎市立小豆坂小学校）

小学校部会 助言者 愛知教育大学 教授 大鹿聖公様

中学校部会 助言者 愛知教育大学 教授 平野俊英様

 ９月１８日  自主研修会④【教材開発研修部】（岡崎市立小豆坂小学校）

        ○理科授業のとっておきの小ネタ紹介  Part2 
１０月１２日  第６６回岡崎市小中学校理科作品展→台風接近により中止

        （自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター）

１０月１８日  岡崎の科学を語る会（岡崎市竜美丘会館４階末広）

１２月１５日  自主研修会⑤【自然観察研修部】（竹島水族館）

        ○竹島水族館の飼育施設見学〔バックヤードツアー〕

１２月１６日  自主研修会⑥【授業研究研修部】（岡崎市立小豆坂小学校）

        ○教育研究論文の書き方について
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令和元年度 幸田地区理科部の活動

幸田町立幸田小学校  鈴木 朝雄

理科部研修会（２月４日 夢と学びの科学体験館） 

教科等指導員研修会や町教研理科部の

授業研究会などでご指導いただいた土居

哲也氏を講師に、「科学館経営で心がけて

いること～理科、科学の面白さや魅力を

子どもたちに伝えるための工夫～」とい

う演題で、多くの実験を交えながら講演

をしていただいた。

当日は、「ラボ１」という実験室で研修

会が行われた。机にはたくさんの材料が

並べられており、今から何が始まるのだ

ろうというわくわくする気持ちだった。

「忍者スライム」「ラテックスボール」「手作りラジオ」など、９つの実験が用意され、

その一つ一つについて土居氏が分かりやすく説明を加えながら進めてくださった。また、

電子顕微鏡で様々なサンプルを見ることもできた。これらの活動を、参加者は夢中にな

って行うことができた。

夢と学びの科学体験館には、これまで１００万人を超える子どもたちが訪れていると

いうことだった。その子どもたちの様子を見ていて、子どもたちの変化を感じるという

ことだった。蛇口やハサミが使えない、ひもが結べないという子どもたちが増えている

ということを、科学館での活動を通し

て感じているという。そのような子ど

もたちを見ていて、我々の子どもの頃

の当たり前が、今の子どもたちにとっ

ては当たり前のことではなく、分から

ないことになっている。そのギャップ

を知ることが、子どもたちに向けての

よいアプローチにつながるのではない

かと教えていただいた。土居氏は、頭

でわかっていることとやってみること

では違ってみえることや、説明できな

いけれど、不思議だな、知りたいなという子どもたちの気持ちを育みたいこと、できな

い自分、知らなかった自分に気づかせたい、という思いで行っているということだった。

立場は違っていても、科学を子どもたちに伝えたいという思いは同じであった。

短い時間ではあったが、とても充実した研修会であり、学んだことをすぐに持ち帰り、

明日からの子どもたちとの時間に生かしていきたいと思える時間となった。

骨伝導スピーカーの実験に取り組む 

今の子どもたちについて語る土居哲也氏
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令和元年度 西尾地区理科部の活動 

西尾市立西野町小学校 加納 理香

○夏季研修会

日 時：８月８日（木） １０：２０～

場 所：愛知こどもの国 管理棟１階 科学広場「サイエンス LABO」

内 容：「愛知こどもの国 サイエンス LABO について」

講 師：愛知こどもの国 嶋崎 徹 先生

前半は、新学習指導要領を元に、社会に開かれた教育課程において学校教育を学

校内に閉じずに、目指すところを社会と共有、連携しながら実現させることの大切

さを教えていただいた。また、その上でサイエンス LABO のような場の利用も効果

的であることを学ぶことができた。

後半は、実際にサイエンス LABO で体験できるサイエンスショーを見せていただ

いた。目の錯覚を利用した色々な模型には、参加した先生たちから驚きの声があが

ったり、仕組みがどうなっているのか真剣に考えたりする姿が見られた。また、ニ

ュートンビーズ体験、シャボン玉作り、ホバークラフト作りなど、多くの実験キッ

トを実際に体験させてもらうことができた。児童生徒のように実験を楽しみながら

研修に取り組むことができ、教材・教具として利用できないか、どういう仕組みで

できているかなど、意見交換も活発に行われ、充実した研修となった。

○一斉授業研究会

日 時：１０月３日（木） 第５校時  

場 所：西尾市立福地中学校 理科室

授業者：西尾市立福地中学校 三輪 昌史 教諭

単 元：中学校１年理科「聞き分けよう 音の大きさや高さ  音の性質 」

講 師：愛知教育大学附属岡崎中学校  岩脇 芳弘 先生

 ギターを用いて、弦の弾く強さや弦の太さを変え

ることで、音の高さや大きさの変化を考える授業を

行った。生徒たちは、仮説もとに、振動数や振幅の違

いを目で確かめたり、オシロスコープを使ったりし

て実験をし、弦を弾く強さが音の大きさに、弦の太

さが音の高さに関係することを見いだすことができ

た。

協議会では、授業のよかった点やアドバイスを付

箋に書いて指導案に貼り付けていく方法で話し合いを行った。それぞれのグループ

で意見交流が盛んに行われ、有意義なものとなった。
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令和元年度 刈谷地区理科部の活動

刈谷市立雁が音中学校 青木 将司

【一斉研修会】     ６月１３日

小学校の部 刈谷市立亀城小学校

中学校の部 刈谷市立富士松中学校

 小・中学校

に分かれ，小

学校は「植物

を育てよう」

の授業を，中

学校は「植物

の生活と種類」の授業をそれぞれ参観し，

研究協議会を行った。 

【問題解決学習体験講座】 

８月８日 雁が音中 

 愛知教育大学の岩山勉教授を講師に

迎え、市内中

学校の教諭が

２０名ほど参

加し、工夫さ

れた教材・教

具をもとに問

題解決学習の

進め方について学んだ。  

【小学校理科授業実技講習会】８月９日 

富士松南小,平成小,刈谷南中，雁が音中

 市内小学校の３～６年担当の教諭が各

３０名ほど参加

し，２学期以降

の理科の授業の

具体的な進め方

について実技講

習を行った。 

【先端科学技術見学会】 ８月２３日 

トヨタ車体株式会社

トヨタ車体株式会社の協力を得て，市

内各中学校からの希望生徒を対象に，関

連施設の見学等を行った。 

【化石採集・地層見学会】 ８月２７日

瑞浪化石博物館および化石採取場

 各小学校からの希望児童を対象に土岐

川周辺での化石採取および地層観察，化

石博物館の見学を行った。 

【石田科学賞児童生徒創意工夫展】

１０月１３日 刈谷市産業振興センター

 各 小 中 学 校 の

児 童 生 徒 が 作 っ

た 創 意 工 夫 作 品

の中から，優秀作

品を展示した。 

会場には理科部

をはじめ，企業，大

学，高校などの実

験教室や体験コー

ナーが設けられ、

大盛況であった。 

【児童生徒理科研究発表会】

１月１８日 中学校の部 

１月２２日 小学校の部 

刈谷市産業振興センター

 各小中学校の児童生徒が行った理科研

究の中から,優秀な作品を発表した。小学

校は８分間で各校１点，中学校は１作品

１２分で各校２点の作品を発表した。 実技講習会（４年） 

研究授業（小学校） 

優秀作品の展示 

問題解決学習体験講座

体験コーナー 
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１ 高浜地区理科部の主な活動 

①市教研一斉授業研究会（指導案検討・授業研）  ②青少年のための科学の祭典 

２ 高浜市一斉授業研究会・指導案検討                  ８月 23 日（金）

(ア)指導案検討 授業者…高取小 水野翔大教諭 

４年生 とじこめた空気や水「空気と水のヒミツ 打ち上がれ！ペットボトルロケット！」 

 一通りの説明を授業者が行った後、とじこめた空気と水の性質の違いとペットボトルロケット

を飛ばすことのつながりについて、小グループ内で話し合いを行い、話し合った内容を全体に向

けて発表した。押し縮められた空気を考える場合に、その様子をどのように表現させたいのか、

その表現につなげるための活動が十分であるのかについて話し合いが行われた。 

(イ)当日の役割分担について 

 一斉授業研究会当日の準備の進め方、協議会での司会、授業記録や写真などについて分担した。 

３ 高浜市一斉授業研究会・授業研                   10月 10日（木）

  「空気と水のヒミツ 打ち上がれ！ペットボトルロケット！」 

(ア)本時 

前時までにペットボトルロケットの飛ぶ様子を見た児

童たちが「ペットボトルロケットが飛ぶしくみを説明し

よう」を本時のめあてとし、とじこめた空気と水の性質を

追究した。柔らかいペットボトルにとじこめた空気と水

を押して手応えを比べたり、床に落として跳ね返る様子

を観察したりすることで、性質の違いをあきらかにした。

その後、とじこめた空気の様子のイメージ図をそれぞれ

が描き、それをもとにグループでペットボトルロケット

が飛ぶ仕組みを話し合った。 

(イ)研究協議 

助言 愛知教育大学教授 大鹿聖公先生 

 新学習指導要領を実施するにあたり、日々の授業作りにおける考え方の変更点や身につける理

科の資質・能力について教えていただいた。また、学習形態による学習の定着率から、グループ

内で討論することや各自が実際に体験すること、教え合うことの大切さを学んだ。 

４ 青少年のための科学の祭典                 10 月５日（土）・６日（日）

(ア)参加テーマ「物体が浮くってどういうことだろう 

～液体や固体の密度について考える～」 

(イ)発表の内容 

 淡水と海水の水槽を用意し、そこに大根、にんじん、パプリカ

などの野菜を入れて、沈み方の違いを観察した。密度の違いに気

づかせた後、さらに密度の高い液体として水銀に浮く金属球の

観察をした。 

令和元年度 高浜地区理科部の活動 

高浜市立高浜中学校 山本弘法 

空気について調べる児童 

発表ブースの様子
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豊田地区では，毎年全小中学校の理科主任を

会員とする豊田市教育研究会理科部会で活動

を行っている。今年もブロック主任部，調査部，

行事部，研修部を設置し，各活動が円滑に運営

できるようにしている。

豊田市教育研究会理科部会の活動  

（１）小中学生科学研究作品展（10/26～27） 

児童生徒の科学に対する関心を高め，

観察力や思考力を養うとともに，粘り強

く研究に取り組む態度を育てることを

目指している。

・本年度の応募作品総数 ７，７５７点

・表彰 

最優秀賞（５点），優秀賞（２８点）  

優良賞（４２点），努力賞（８０点）  

・作品展 

    豊田市産業文化センターにて，最優秀

賞，優秀賞，優良賞の作品７５点を展示

し,公開した。

＜

    ＜作品展の会場＞ 

（２）夏季実技研修会（7/29） 

・とよた科学体験館にて開催

   ・講師 浅田英夫先生（天文アドバイザー）

   ・演題「月の謎～アポロ１１号月着陸

５０周年～」

    プラネタリウムを見ながら、星空観察

の基本や指導の仕方などを学んだ。 

（３）理科実験観察研修会（8/20） 

    豊田市教職員会館にて,理科の指導力

向上のための実技研修を行った。午前は

小学校，午後は中学校の内容を取り扱い，

授業における事故防止などについての

研修，各学年の指導方法についての研修，

模擬授業が行われた。参加した先生から

は,「すぐに授業で実践することができ

る。」「アイディアが多くてとても勉強に

なった。」「今年も楽しくかつ，指導に活

用することができるのでありがたい。」

など,有意義な時間を過ごせたという声

が多く寄せられた。

＜研修の様子＞ 

（４）豊田市教育研究協議会への協力（8/23） 

    小学校,中学校各２校の提案・協議が

あり,研修を深めた。 

（５）実践記録集の発行 

「生き生きと学ぶ理科の窓」と題し,各
校の理科授業の実践記録を発行し，収録

している。

（６）調査活動 

今年度はタブレットの具体的な活用

方法とその効果についての調査をした。

各学校の活用の状況を把握し，来年度以

降の研修会の内容を検討していく。 

令和元年度 豊田地区の理科部の活動 

豊田市立畝部小学校 坂田 恵里

＜最優秀賞作品＞ 

・小学校４年生 

「生ごみげんりょう大作戦！！！」 

・小学校５年生   

「ネギでピチピチはだになる！？」 

・中学校１年生 

「LED で発電!? 

～光の色による発電の変化を探る～」 

・中学校２年生 

「實渕の滑らない話」 

・中学校３年生 

「身近な材料で大きなシャボン玉を作

るには？」 

-30-



令和元年度 安城地区理科部の活動 

安城市立安城東部小学校 糟谷 政人  

１ はじめに 

安城地区では、三教研理科部と共通の研究主題である「自然事象を主体的、協働的に追究し、

豊かな心と創造力を培う理科学習」をテーマに活動している。この主題に基づいて重点目標を次

の二点に置いている。 

・身近な自然素材や身のまわりで起こる事象を教材化したり、体験活動を重視した問題解決的

な学習や個別の追究学習などを有効に活用したりしながら、子どもの学習意欲を高める。 

・直接的な体験活動を通して、身近な生物や自然環境への興味・関心を高めるとともに、自然

を愛する心情を育て、生きてはたらく知識、科学的な見方や考え方を養う。 

２ 活動                         

 (1) 一斉研修会 

事前に小委員会で指導案・協議会での協議内容等について検

討し、授業研究に取り組んだ。学習内容は「地層はどのように

できるか」という児童にとって難しい問題であった。難しさの

理由に、児童は地層に対して馴染みが無いことがあげられる。

そこで、地層ができるモデル実験を行い、その様子を観察した。

実験によって、地層ができるのは流れる水が関係していること

を結論付けることができた。その後の協議会では、「理科は教材の工夫によって難しい問題でも

解決へ導くことができる」「協働的に学ぶことは、児童が話し合う視点が明確化されないといけ

ない」などの意見があり、理科の授業の進め方について教員一丸となって考えることができた。 

(2) 第５７回自然観察会・夏季研修会 

自然観察会とは、安城市の豊かな自然に触れることを目的

に、毎年開催されているフィールドワークである。具体的に

は、矢作川河川敷の公園を中心に植物や昆虫などを採集して

観察したり、葉のたたき染めを体験したりする。安城市の理科

主任や西三河野生生物研究会の方がブースごとに講師を務め

る。その準備のために、ブースの場所や活動内容を検討する。

また、安全面を充分考慮し、川の水位の調査や観察会当日の活動時間短縮を行い、熱中症対策

にも努めている。技術革新が近年急速に普及し、便利な世の中になる一方で、安城の自然に直

接触れることで、身近な自然環境の関心を高める行事となっている。 

日 時  令和元年６月２１日（金） 

会 場  安城市立桜井小学校 

単 元    ６年「地球の歴史を解き明かそう ～土地のつくりと変化～ 」 

参加者  市内小中学校教員 ５４名 

日 時  令和元年７月２６日（金） 

会 場  矢作川 川島河川敷公園 

講 師  西三河野生生物研究会より４名、市内理科教員２０名 

参加者  児童生徒 １２９名  保護者 ６０名  引率教員 ２３名  計２１２名
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令和元年度 知立地区理科部の活動

知立市立竜北中学校 松瀬咲子 

１ 夏季研修会 

８月６日に幸田町民会館で開催された三河教育研究会夏季研修会の中学校分科会

では、本市の前田由美教諭が「主体的に問題を解決し、科学の面白さを実感するた

めの授業づくり－２年理科『回路の謎を解明しよう！』の学習を通して－」のテー

マで提案させていただきました。講演会では、「新学習指導要領で授業は変わる？変

わらない？」という演題で、常葉大学教授の田代直幸氏の講演を拝聴し、今後の理

科教育の在り方について学ばせていただきました。 

２ 授業研究会 

 10 月 17 日（木）に授業研究会を開催しました。今年度から本市では、市内教職

員が研修する機会を確保し、授業力向上を図るために、市内小中学校で各教科等が

一斉に授業研究会を行いました。授業者は、本市小学校に勤務する古橋沙織教諭で、

４年「さぐろう、人体の不思議 ～骨と筋肉のなぞ～」という単元で公開授業を行

いました。公開授業では、骨と筋肉の動きを関係付けて考察し、自分の考えを表現

する活動を見ていただきました。授業後の協議会では、中部大学特任准教授の小笠

原豊先生からもご指導をいただき、主体的・対話的で深い学びを具現化するために、

「習得・活用・探究」を積極的に取り入れることの必要性や、その過程を構想する

手順について丁寧に教えていただきました。参加した教員からは、「中学校で理科を

教えているので、小学４年生が何を学び、何ができるようになっているのかがよく

分かり、中学校での指導にも参考になりました。」「本時の授業についての小笠原先

生の事前・事後の分析が大変勉強になりました。また、本時の内容を通してこれか

らの理科の指導の在り方を教えていただき、とても勉強になりました。」などの感想

をいただき、本研究会が先生方にとって有意義な学びの場になったことが伺えまし

た。 

公開授業の様子 
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令和元年度 碧南地区理科部の活動 

碧南市立棚尾小学校 澤田 瑞季 

１  研究のあゆみ 

５月 ９日（木）第１回碧教研理科部会 （於：西端中学校）

〇研究テーマの決定  

〇年間計画及び予算の検討

８月 ５日（月）第２回碧教研理科部会 夏季研修会『夢と学びの科学体験館施設見学』

           〇館内の見学、科学ショー見学、授業に役立つ実験の解説等

１１月 ７日（木）第３回碧教研理科部会 授業研究会（於：南中学校）

〇単 元…中２「動物の生活と進化」

〇授業者…藤浦友梨香教諭（南中学校）

〇講 師…岩脇芳弘先生（愛知教育大学附属岡崎中学校教諭）

  １２月 ３日（火）第４回碧教研理科部会 （於：新川中学校）

           〇研究のまとめ、来年度に向けての協議

２ 研究の内容  

（１）夏季研修会：夢と学びの科学体験館見学等     

今年度は、刈谷市の夢と学びの科学体験館で、施設見学と授業に役立つ教材教具の研修を受けた。

教材教具の説明では、元刈谷市校長の丹羽先生による手作りの教材教具に実際に触れることができ

た。サイエンスショーでは、箱をどれだけ高く積み上げられるかを子どもたちが挑戦したり、やじろべえ

で遊んだりする姿を間近で見ることができた。子どもたちが実際に物に触れて体験する様子は、とても

生き生きしており、授業でも実際に子どもたちが対象物に触れながら学びを深めていくことの大切さを

再認識した。その後の科学講座では、紫外線に当たると色の変わるスライム作り、酸素と水素を使った

爆鳴管の実験を行った。どちらも理科の学習を生かした内容で、児童生徒の興味を引き、授業に活用

することができるものであった。

（２）授業研究会  

①ご指導  講師：愛知教育大学附属岡崎中学校 岩脇 芳弘 先生

 ・単元構想が大まかになってしまっているので、目標は小単元で設定すると良い。

・深い学びになるためには、最初の課題提示が大切である。子どもが自ら追究したくなる課題

を設定し、子どもの意思で活動していける授業を目指すと良い。

・単元の流れは良いが追究の時間が少ない。実際のつくりに迫れるもの（形の似ているものの

利用）で相手を納得させられると、深い学びへとつながる。  

３  今後の課題 

 今年度は「主体的・対話的で深い学び」の実現のためにコンセプトマップを手立てに、話し合

い活動を行った。班発表を行ったことで考えを広めることができた。さらに、コンセプトマップ

を手立てにすることで、全体交流も可能である。全体交流をすることで意見を広めるだけでなく、

深めていけるのだと分かった。その中で、実物やそれに似たものを利用することで、より学びが

深まるのだと思う。今後は、子どもが自ら追究したくなる課題を設定し、自分の意思で活動して

いける授業となるように工夫していきたい。また、授業の中で子どもが実物やそれに似たものを

使って活動できる手立てをしていきたい。 
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令和元年度 みよし地区理科部の活動 

みよし市立緑丘小学校 前野真也

１．理科部会の活動

・第１回理科部会（部会）

   ４月１５日（月） 年間計画の検討会 【 中部小学校 】

 年間の活動内容の検討と確認をした。授業研究会は，黒笹小学校の小穴光

俊先生に小学３年生の単元「ものの重さをしらべよう」で研究授業の実践を

お願いした。また，夏季休業中に開催される愛知県小中学校理科教育研究発

表会に参加することと，１０月に名古屋市科学館で行われる「青少年のため

の科学の祭典２０１９・名古屋大会」でのブースを担当することを決めた。

 ・プログラミング学習の実施に向けた研修会の実施（研修会）

   ７月３０日（火） プログラミング学習研修会【 南中学校 】

※ みよし市教育研究会学習情報部会との共催

・夏季実技研修会の実施（研修会）

   ７月３１日（水） 夏季実技研修会【 天王小学校 】

            講師：みよし市内中学校の理科担当教員，

               みよし市教育委員会教科アドバイザー

 本年度は，中学校の理科担当の先生に講師を務めていただき，小学校の教

科書にある実験について，準備の仕方やポイントのおさえ方，よくある失敗

例などを，参加した小学校の先生方に教えていただいた。昨年度から，上学

年（５，６年生）と下学年（３，４年生）に分けて研修会を行っており，今

年度は市内の小学校より４３名，中学校より１２名，合計５５名の先生方に

参加していただき，たいへん有意義な時間を過ごすことができた。参加され

た小学校の先生方からは，「夏休み明けや後

期の授業に生かせるような実践的な内容が多

く，とても参考になった」，「小学校の学習

内容と関連した内容を，中学校でどのように

学習するかということも中学校の先生方から

教えていただいたので，意識しておこうと感

じた」という感想が聞かれた。また参加され

た中学校の先生方からは，「小学校の学習内

容を知ることができ，中学校の学習内容との

つながりを確認することができたのでよか

った」という感想が聞かれた。

 ・研修会への参加（研修会）

   ８月６日（火） 愛知県小中学校理科教育研究発表会【幸田町民会館】

市内の各小中学校から多くの先生方が参加した。田代直幸教授（常葉大学

教育学部）の講演や、各分科会の提案者の研究報告や授業の実践報告を聞

くことで研修を深めることができた。田代教授の講演では，「新学習指導要

領で授業は変わる？変わらない？」という演題で，今回の学習指導要領改

訂のポイントについて，具体的な授業例を紹介していただきながら学ぶこ

とができた。

【 夏季実技研修会の様子 】
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８月２２日（木） みよし市教育研究大会 各分科会【北中学校】

理科分科会では，三好丘小学校の田中鉄成 

先生が昨年度の実践（小学５年生「流れる水

のはたらき」）を提案発表され，その後，知

立市立竜北中学校長の吉富靖先生より，ご助

言をいただいた。吉富先生からは，田中先生

の実践を，小学校で新しく実施される新学習

指導要領と照らし合わせながら分かりやす

く説明していただいた。（市教研理科部会と

しては，田中先生の提案レポート作成と発表

原稿作成等のサポートを行った。）

 ・第２回理科部会（授業研究会）（部会）

   ９月２７日（金） 授業研究会【 黒笹小学校 】

            授業者 ： 小穴 光俊 先生

小学３年生の単元「ものの重さを調べよう（ぼくたち重さたんていだん）」

の授業を参観し，その後に研究協議会を行った。研究授業では，児童の「形

が変わると，ものの重さは変わるのだろうか」という疑問から，新聞紙，

粘土，ブロックの三つ物について，ジグ

ソー的な要素を取り入れながら学習を

進めていた。児童一人一人が任された実

験に意欲的に取り組む姿が印象的であ

った。授業後の協議会では，協議題「主

体的に課題に取り組み，追求する子ども

を育てる理科の授業」についての話し合

いを中心に，授業を振り返った。最後に，

みよし市教育委員会教科領域等指導員

の伊藤康博先生から，「主体的・対話的

で深い学びの視点からの授業改善と評

価」について，ご指導いただいた。 

   ９月２７日（金） 部会【 黒笹小学校 】

    ・令和元年度の活動の反省

    ・令和２年度の活動の計画

２．その他の活動

・青少年のための科学の祭典２０１９・名古屋大会への参加（ブース担当） 

１０月５日（土）【 名古屋市科学館 】 

 ５日（土），６日（日）の２日間のうち，

本年度は５日（土）のみブースを担当するこ

とにした。前野真也（緑丘小）が中心となり，

彦坂訓宏先生（天王小），松浦正美先生（三

吉小），瀬戸菜々子先生（中部小）の４名の

先生方に｢バランストンボ｣ブースを担当して

いただいた。会場を訪れた子どもたちに笑顔で

優しく接しながら，手作りの教材を通して科学

の楽しさを伝えてみえた。 【 科学の祭典での様子 】

【 理科分科会の様子 】

【 授業研究会の様子 】
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１ 各地区理科部の活動報告

〈令和２年度〉
※令和２年度については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、市単
位の教育活動が十分行えていない地
区もあるため掲載を任意とさせてい
ただきました
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令和２年度 岡崎地区理科部の活動 

岡崎市立小豆坂小学校 永田 祥晃 

９月２５日  中学生のためのサイエンスセミナー 

～１月１４日  講師 自然科学研究機構 

１１月 ４日  第１２９回 国研セミナー Zoom によるオンライン開催 

        ○「経験に応じて変化する大脳皮質視覚野の機能と神経回路」 

        講師 自然科学研究機構 生理学研究所 

           視覚情報処理研究部門 教授 吉村由美子様 

１２月１８日  第６７回岡崎市小中学校理科作品展 WEB 開催 

 ～３月３１日 

 ２月 ９日  第１３０回 国研セミナー Zoom によるオンライン開催 

       ○「動物のからだ作りの基盤となる細胞間情報伝達」 

        講師 自然科学研究機構 基礎生物学研究所 

           分子発生学研究部門 教授 高田慎治様 

２月 頃   「理科の研究」特別号発行 

 ３月 頃   「理科部の活動」第 46 集発行 

＜今年度未実施＞ 

４月１７日  現職研修委員会総会（上地小） 

５月 頃   自主研修会①【自然観察研修部】 

       ○メダカの飼育方法  

講師 岡崎葵メダカ本店 店長 天野雅弘様 

 ６月 頃   自主研修会②【授業研究研修部】 

        ○教育研究リポートの書き方について 

７月 頃   第１７回理科自由研究相談会 

 ７月 頃   第５７回夏季理科実験実技講習会「授業力アップセミナー」 

        （岡崎市立小豆坂小学校） 

        ○自然科学研究機構の先生による講演 

        ○学年別講座 

 ８月 頃   岡崎市教育研究大会 

１０月１６日  岡崎の科学を語る会（岡崎市竜美丘会館） 

１２月 頃   自主研修会③【授業研究研修部】 

       ○教育研究論文の書き方について 
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令和２年度 刈谷地区理科部の活動

刈谷市立刈谷南中学校 杉田 敦

今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、さまざまな行事を中止せざるを得ない状況

であった。その中で新たに取り組んだこと、工夫しながら行うことができたことを紹介する。 

１ YouTube を利用した学習教材の公開と共有 

３月からの休校が新年度に入っても続き、刈谷市では５月末までの休校を余儀なくされた。学

習プリントの配付を中心に、子どもたちの学習環境を保証する努力が各校でなされていたが、刈

谷市の理科部では中学校の先生を中心に、動画教材の開発

に取り組んだ。 

 まず、パワーポイントを使い、元になる教材を作成した。

作成する単元は、中学校の理科主任で分担し、特に自学自

習で対応できる単元を中心に作成した。それを、画面録画

機能を使って、動画にした。さらに、それを YouTube にて

限定配信し、各学校のホームページから見られるようにし

た。その際、限定配信であることに配慮し、各学校のホー

ムページにはパスワードを設定し、各学校の生徒のみが見られるようにした。休校期間中は教員

も在宅勤務の時間が増えていたため、連絡を取り合うために理科主任の LINE グループを作り、在

宅勤務であっても連絡を取り合えるようにした。 

 ここで作成したパワーポイント教材は、刈谷市のサーバーで一括管理し、学校再開後は各校の

先生が実態に応じて活用できるようにしている。 

２ 石田科学賞児童生徒創意工夫展の開催（１０月１１日 刈谷市産業振興センター）

 例年行っている児童生徒創意工夫展は、本年度も開催した。従来は夏休みの課題として取り組

んだ作品を展示していたが、本年度は、夏休みに授業が行われた

ため、どの学校も自由参加とし、その中から出された優秀作品を

展示した。自由参加であることにより、各校で出品点数にばらつ

きが出たため、学校ごとの展示をやめて賞ごとに展示をした。ま

た、感染対策のため実験ブースにはパーテーションを置き、来場

者との直接の接触を減らした。また、作品展示のスペースも広く

とり、来場者同士が密にならないように配慮した。企業や大学の

実験教室や体験コーナーも設置されたが、どのブースも感染対策 

を最優先した配置を心がけ、無事に行うことができた。 

３ 刈谷市児童生徒理科研究発表会 １月１６日 中学校の部 １月２０日 小学校の部 

 刈谷市産業振興センター小ホールにて、各小中学校の児童生徒が行った理科研究の中から,優秀

な作品を発表した。小学校は８分間で各校１点，中学校は１作品１２分で各校２点の作品を発表

した。感染対策のため、前後半の入れ替え制とし、来場できる児童生徒や保護者、各校の先生た

ちの人数を制限した。会場の座席配置も１つおきとし、会場前には消毒と検温スペースを設け、

安全に配慮する形で実施できた。 

パワーポイントで作成した動画

実験ブースの様子
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令和２年度 みよし市地区理科部の活動 

みよし市立三好丘小学校   近藤 光明  

１ はじめに
 みよし市の理科部会は小学校８校と中学校４校の理科主任を中心として構成
され，毎年，三河教育研究会理科部会の研究主題にそった授業研究会を実施し，
授業力の向上をめざしている。授業研究においては，授業づくりから理科部会
が積極的に携わって取り組んでいる。本年度も「自然事象を主体的，協動的に
追究し，豊かな心と創造力を培う理科学習」という研究主題を意識した授業研
究会を三つに分けて実施することを計画した。ここでは授業研究会を中心に，
みよし市の理科部会の活動を紹介したい。

２ 理科部会の活動

・第１回理科部会（部会）

   ４月２４日（金） 年間計画の検討会 【 市内校務支援システム 】

本年度は，新型コロナウイルス感染症の影響により，市内理科主任が集まっ
ての部会は行わず，市内校務支援システムを活用して，年間の活動内容の検討
と確認をした。授業研究会は，三つに分けて実施することを計画し，部員はい
ずれか一つ以上の授業を参観するようにした。夏季実技研修会は micro:bit（マ
イクロビット）を使ったプログラミング学習について学ぶことを決めた。

・夏季実技研修会の実施（研修会）

   ８月２８日（金） 夏季実技研修会【 南中学校 】

            講師：みよし市教育研究会理科部会長 堀木広 先生

本年度は，みよし市教育研究会理科部会長
の堀木広先生に講師を務めていただき，小学
校の理科主任を対象に micro:bit（マイクロビ
ット）を活用したもの作りの例をいくつか紹
介していただいた。参加者は micro:bit の仕組
みを教えていただいた後，実際にプログラム
を組み，ものを操作しながら研修を行った。
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
ため，参加者を各小学校１名に限って研修を
行ったので，参加された方には今回の研修内
容を各校の先生方に伝達してくださるよう，
お願いした。

・第２回理科部会（授業研究会）
  １０月３０日（金） 授業研究会【 三好丘中学校 】
            授業者 ： 山田 萌乃 先生
            参加者 ： 市教研理科部員８名，市教育研究員１名，
                 学校教育課指導主事１名

中学１年生の単元「光がつくる，不思議な世界」の授業を参観し，その後に
研究協議会を行った。研究授業では，鏡と物体との距離を変えたときの見え方
を予想し，作図を通して鏡に映る像の見え方が変わらないことを自分なりに説
明する生徒の姿が印象的であった。授業後の協議会では，協議題「評価と指導

【 夏季実技研修会の様子 】
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の一体化」，「有効な視聴覚機器の活用」に
ついての話し合いを中心に，授業を振り返
った。最後に，みよし市教科領域等指導員よ
り，自身の授業実践を紹介されながら二つ
の協議題について，ご指導いただいた。 

 ・第３回理科部会（授業研究会）
  １２月 ４日（金） 授業研究会【 北部小学校 】
            授業者 ： 山田 祐也 先生

参加者 ： 市教研理科部員８名

小学４年生の単元「ものの体積とあたた
まり方」の授業を参観し，その後に研究協
議会を行った。研究授業では，空気，水，
金属の温度変化による体積の変わり方に
ついて，図や言葉を使いながら一生懸命に
説明する児童の姿が印象的だった。授業後
の協議会では，協議題「子どものイメージ
をふくらませ，思考を引き出せるような課
題」についての話し合いを中心に，授業を
振り返った。最後に，みよし市教科領域等
指導員より，学習指導要領改訂のポイント
を確認しながら，これからの理科教育の方
向性について，ご指導いただいた。 

・第４回理科部会（授業研究会）（部会）＜予定＞
   １月２０日（水） 授業研究会【 三好丘小学校 】
            授業者 ： 近藤 光明 先生

参加者 ： 市教研理科部員５名

小学３年生の単元「音の不思議」の授業実践を参観し，講師の愛知教育大学
附属岡崎中学校副校長の増岡潤一郎先生より，ご指導いただく予定である。 

１月２０日（水） 部会【 三好丘小学校 】
    ・令和２年度の活動の振り返り
    ・令和３年度の活動の計画

３ おわりに
 みよし市の理科部会は少人数だからこそ，授業づくりから実践や研究協議会
まで，積極的にかかわることができる。そのため，研究授業の授業者や各種研
修会への提案発表者だけでなく，理科にかかわる先生方の研修を積む機会にな
っている。また，教材教具の情報交換や小学校と中学校の学習内容の系統性を
考えた授業も実践することができ，小学校からの要望をもとにした実技講習会
も実施することができる。これからも小中学校が連携しながら理科部会全員で
研修を積み，さらなる授業力の向上に努めていきたい。

【 授業研究会の様子 】

【 授業研究会の様子 】
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２ 日本理科教育学会
東海支部大会 発表内容

〈平成３０年度〉





自然事象に興味をもって追究し、考えを深める子の育成 
I bring up children deepening thoughts that investigate natural phenomena with interest. 

－第４学年「ものを温めるとどうなるの？」の実践を通して－ 

The fourth grade "When children warm it, what happens with things?" 

桂川 慶佑 

Keisuke KATSURAGAWA 

東栄町立東栄小学校 

Toei-machi Toei Elementary School 

あらまし 本研究は、自然事象に興味をもって追究し、考えを深める子を育成するために二つの視点

で行った。一つ目は児童にとって身近な物質を教材とし、その性質を追究する中で生まれた問題を取

り上げたり、検証する機会を保証したりすることで興味をもち、追究を進められるかどうかとういこ

と。二つ目は、児童に問題を追究するための実験・観察方法を考えさせ検証を行ったり、演示実験を

見せたりすることで考えを深め、実感を伴った理解を図ることができるかどうかということである。 

キーワード 実感の伴った理解、サーモグラフィー、身近な教材の活用、主体的な問題解決

１．研究の仮説 

【仮説Ⅰ】 

身近な物質である水や空気を教材とし、物

質の性質を追究する中で生まれた問題を取り

上げたり、一人一人検証する機会を保証した

りすれば、温度の変化と物質の体積・温まり

方との関係について興味をもち、追究をすす

めることができるだろう。 

【仮説Ⅱ】 

問題を追究するための実験・観察方法を考

えさせ検証を行ったり、教師が考えた演示実

験を見せたりすることで子どもたちは温度の

変化と物質の体積・温まり方との関係につい

ての考えを深め、実感を伴った理解を図るこ

とができるだろう。 

２．研究の手立て 

①物質の性質に対する疑問を聞く時間を確保

し、児童の疑問から問題を作ること 

②児童一人一人に実験道具を用意し、体験的

な活動を保証すること 

③教師が児童の問題に関わる演示実験を見せ

ること 

④児童自身が問題を検証する方法を考える時

間を保証すること 

⑤児童が考え自作した実験器具を用いること 

⑥サーモグラフィカメラを使い、温度変化を

視覚的に理解させること 

３．研究の実際 

単元の導入で、空気の体積変化に興味・関

心をもち、活動させるため、空のペットボト

ルの体積変化の演示実験を見せた。「いったい

何が起きたのか？」という児童の疑問をきっ

かけに授業を展開した。その後、温度変化に

よる物質の体積変化について児童が考えた実

験から追究を行い、水・空気・金属の体積変

化を学習した。 

その後、ビニール袋に入った空気を加熱し

てふくらませる実験を行い、ビニール袋が浮

く様子を見せた。「温めると浮いたのはな

ぜ？」と新たな疑問が生まれ、更なる追究を

行った。水や空気の温度変化と物質の移動す

る様子を視覚的に捉えさせるためにサーモグ

ラフィカメラを利用したが、児童は色の変化

から空気や水の温まり方を捉えることができ

た。さらに、金属の温まり方もサーモグラフ

ィカメラを使い、理解を図ることができた。
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友達と考えを伝え合い、主体的に課題解決に取り組むことができる児童の育成 

～５年 もののとけかたの実践を通して～ 

糟谷政人

KASUYA Masato 
安城東部小学校

Anjo Tobu Elementary School 
本研究は、児童の主体性を育みたいという願いをもち、行ったものである。教師から与えられた実験で課題を

解決していくのではなく、児童の主体性を生かし、目的意識をもって仮説を立て、その仮説から実験方法を考え

検証していくことに重きを置いた。「食塩と水を区別する方法」と「多くの食塩を溶かす方法」の２つの課題を軸

に授業を展開した。

【キーワード】 ： 主体的 導入ショートドラマ 協働的学び 再実験

１．はじめに

新学習指導要領では、「主体的・対話的で深

い学び」の授業改善を推進していくことが一層

重視されるようになった。私は、その中の「主

体的」に着目した。それは、児童が能動的に学

ぶという意識がないと、対話的で深い学びにつ

ながらないと考えたためである。本研究では、

小学校第５学年における「もののとけ方」で実

践を行った。その中で、児童が学びたいと思え

るような課題を提示し、児童の学習意欲を継続

することで、主体的に仮説を立てたり、実験方

法を考え、検証したりすることができるように

なると考えた。

２．方法（研究の仮説）

児童が解決したいという課題を示し、その課

題を解決するために児童が考えた実験方法を

もとに行う授業を位置づけることで、児童が目

的をもって主体的に課題解決できるであろう。 

３．研究の実際と結果

(1)児童が解決したいと思う課題の提示

本単元の導入では、児童が単元全体の課題を

解決したいと思うようにするために「先生の食

塩水づくりを助けよう」というショートドラマ

を鑑賞した。内容は、おいしい唐揚げを作ろう

とした教師が鶏肉を食塩水につけようとした

が、ハプニングが生じ、食塩水作りが失敗した

というものである。ハプニングは「食塩水と水

の区別がつかなくなった」「たくさんの食塩を

溶かすことができなかった」というものである。

このショートドラマを視聴することで、児童は、

教師の悩みを救おうと、単元を通して課題を解

決したいという思いが出てきた。

(2)課題解決のために実験方法を考える

 ２つの課題を解決するために、児童の生活体

験や既習事項をもとに予想を立てる。そして、

児童の予想をもとに自ら実験を考える授業を

位置づけた。その際に、４人のグループを構成

し、実験の流れや、結果がどうなるか考え、器

具の準備をグループ中心で行った。

 児童が中心になって実験を考えることで、児

童はその実験で課題を解決したいと夢中にな

った。また、課題を解決できない際には「成功

した実験をもう一度試したい。」と児童が話し、

意欲的に再度検証することができた。

４．おわりに

 「主体的」というテーマで本研究を行った。

次回は児童の主体性を生かしながら「理科の見

方・考え方」が働くような教師支援の在り方を

研究していく。特に第６学年における「多面的

に考える」ことについて考えていく。
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活用力を高める授業づくり

How to make of the class to raise a utilization power 
第６学年「水溶液クエストモンスターをぶっとばせ！」の実践を通して

Through six grade water solution quest monster 
中根 悠貴

Nakane YUKI 
豊田市立浄水中学校

Josui junior high school 

平成３０年度に示されていた「全国学力・学習状況調査の解説資料」より、これからの理科教育でも「活用」する

力を培うことを大切にしていることがわかる。問題作成の意図は「活用に関する問題は、理科の学習で学んだ知識・

技能が実際の自然の中で成り立っていることを捉えたり、日常生活の中で役立てられていることを確かめたりするこ

とができるかどうか、つまり実際の自然や日常生活などの他の場面や他の文脈において、学習で身に付けた知識・技

能を活用しているかどうかを問う」とある。活用するためには知識・技能を身に付けていなければならない。しかも

知識や技能をただ習得するということではなく知識・技能は実際の場面で活用するためのすばらしい＜宝物＞である

ことを気付かせる必要があると考える。そこで、実際の場面で活用したいという必要感を授業の中で設定し、知識や

技能をつかませられないかと主題を設定した。 

キーワード  理科教育、活用、必要感、水溶液

１．研究の方法 

（１）めざす子供像 

必要感をもって知識や技能を身に付け、 

活用する力を高める子 

（２）研究の仮説 

ロールプレイングゲームに仕立てた水

溶液の判別を教材として設定し、ゲーム

のルール設定の工夫、継続して使えるワ

ークシートの作成の工夫、モンスターの

出現順の工夫、ボスキャラの設定の工夫、

考えをつなげたり比べたりする話し合い

を効果的に位置づける工夫、といった手

立てを講じれば、必要感をもって知識や

技能を身に付け、活用する力を高められ

るだろう。

２．研究の手立て 

以下に示す手立ての有効性を検証する

ことで、仮説の妥当性を分析していく。

①ゲームのルール設定の工夫

②ワークシートの作成の工夫

③モンスターの出現順の工夫

④ボスキャラの設定の工夫

★考えをつなげたり比べたりする話し合 

いを効果的に位置づける工夫

３．ゲームのルールの設定について 

子供たちにとって魅力ある活動とするた

めに、ロールプレイングゲームに仕立てた

水溶液の判別を教材として設定した。9種

類の透明な水溶液（砂糖水、アルコール水、

炭酸水、食塩水、石灰水、酢酸、塩酸、水

酸化ナトリウム水溶液、アンモニア水）を

モンスターと捉え、様々な実験を用いて水

溶液の正体を判別することでモンスターを

倒すことができるという設定にした。最終

的には、9種類の無色透明な液体をすべて

自分達の力で判別することを目指した。 

４．ワークシートについて 

自分なりに得た知識や技能を自分の言葉

でまとめて、知識を蓄積し振り返ることが

できるようなワークシートにしていけば、

自らつかんだことが

らを整理し活用する

のに役立つと考えた。

そこで、参考書のよ

うに自由に使うこと

ができ、知識や技能

が蓄積できるワーク

シートとして「冒険

の書」を作成した

（資料参照）。

【資料】ワークシート
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２ 日本理科教育学会
東海支部大会 発表内容

〈令和２年度〉





主体的に問題解決に取り組み，実感を伴った理解ができる子の育成 
－３年理科「磁石で楽しもう！ふしぎなおもちゃ！～じしゃくのふしぎをしらべよう～」の実践を通して－ 

〇三浦仁敬 

Hirotaka MIURA 

東陵中学校 

【キーワード】主体的な活動，話し合い活動，説明図 

１ はじめに 
平成２９年告示の学習指導要領理科編「改訂の

基本方針」において，「深い学びの鍵として『見方・
考え方』を働かせることが重要になる」と示され
ている。児童には現象にふれる中で，関心や意欲
をもって対象と関わり，その性質について気づき
や疑問をもてるようになってほしい。また，他者
と意見を交わし，自分の考えを図に示し説明をす
ることでより深められるようになってほしい。 
以上のことから，本主題「説明図で考えを表現

する活動により，主体的に話し合いや活動に取り
組み，他者にわかりやすく説明することができる
児童の育成」を設定し，実践を行った。 
２ 目ざす子ども像と研究の仮説 
本研究を通して，以下のような子ども像及び仮

説を設定した。 

３ てだての実践と考察・検証 
（１）仮説１に対するてだて 

魚釣りゲーム（写真１）では，児童
Ａは積極的にゲームに参加した。ま
た，魚釣りゲームによって，遊びを通して磁石に
関する事象を体験したことにより，一度目，二度
目ともに，多くの気づきや疑問をもった。そうし
た気づきや疑問をもつことで，自分が発見した疑
問を解決したいという追究意欲が生まれ，その後
の学習意欲の向上につながった。事物・現象に関
心や疑問をもち，より主体的に話し合いや検証実
験などの活動を行うことに対して，てだて①は有
効であったといえる。 

磁石コーナーを設置し，磁石を自由に試行でき

る場があることで，児童Ａは主体的に磁石の性質
を試し，学習した事象を確認していた。そうした
経験によって生じた気づきや疑問は，磁石の性質
を学習していくうえでの新たな気づきや疑問を生
む手助けとなった。自分が思い浮かんだ疑問を確
かめられる場があることで，児童の関心や意欲を
高めるだけでなく，事象について自ら問題を見い
だし，追究する姿につながったと考える。事物・
現象に関心や疑問をもち，より主体的に話し合い
や検証実験などの活動を行うことに対して，てだ
て②は有効であったといえる。
（２）仮説２に対するてだて 

説明図（図１）をつかい，
現象のありさまについて自
らの考えをより具体的な形
で絵や言葉を使って表現す
ることができた。そして，た
だ説明するだけでなく，自己
と他者の説明を比較し，違い
を見つけることで，聞き手に
わかってもらうための工夫
を取り入れていることがうかがえる。互いに説明
する場を設け，対話を重ねると，説明図の中に想
像したものが減り，科学的な根拠が示されるよう
になった。事象について，根拠をもった説明が，
より考えが伝えられるわかりやすい説明につなが
ったことがわかる。事物・現象についての理解を
深め，他者にわかりやすく説明することに対して，
てだて③は有効であった。

４ まとめ 
本研究を通して，教材の工夫が児童の関心や意

欲を高め，主体的な学習活動につながることがわ
かった。また，その教材を児童にとって魅力ある
課題にすることが，学習しなくてはという切実感
をもたせることができることもわかった。 
ただし，本研究で行ったことは，児童の実態を

正確に把握し，興味関心や成長段階，学習状況に
合わせて課題を与えることでより効果的なものに
なるといえる。また，継続した学習活動が，児童
の能力をより一層育てることにつながっていく。
理科の他単元はもとより，他学年での理科の学習
や他教科においても同様の課題を設定することで，
より効果的な学習効果が得られるだろう。 
 児童にとって楽しく，そして学び深い学習を行
い，「理科がすき」という児童が増えるよう，こ
れからも授業改善に努めていきたい。 

① 関心や疑問をもって対象と関わり，自ら問題
を見いだし，追究することができる子 

② 自らの考えに自信をもち，他者にわかりやす
く説明できる子 

仮説１ 学習展開に「ゲーム的活動」を取り入れ，
事象を試行体験できる場を設ければ，現象に関心
や疑問をもち，より「主体的」に話し合いや検証
実験などの活動を行うことができるだろう。 
仮説２ 解決したい問題について，「説明図」を
作成し，考えを表すことで，現象についての理解
を深め，他者にわかりやすく説明することができ
るだろう。 

てだて① 授業展開において，現
象への児童の興味・関心を高め，
気づきや疑問が生じるよう魚釣
りゲームを行う。

てだて② 意欲的に学習に取り組めるように，
身近に磁石を体験できるコーナーを設置する。 

てだて③ 問題を追究する際に，自身の考えを
明確に表す手助けとするために，予想・仮説や
わかったことを，説明図を使って，互いに説明
する場を設ける。 

写真１

図１
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  情報活用能力の向上を目指した理科教育の創造 

－ ６年理科『水溶液の性質』の実践を通して －

金澤徹

Toru KANAZAWA 

岡崎市立大門小学校 

【キ－ワード】 学習指導論

１ 目 的

『情報活用能力』は「世の中の様々な事象を

情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報

技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発

見・解決したり自分の考えを形成したりしてい

くために必要な資質・能力である」と学習指導

要領に位置づけられ、Society5.0 を生き抜く

ための必須能力と言われている。本研究の目的

は、理科における情報活用能力を「自ら得た情

報を，自分の考えの根拠や新たな問いの理由と

して活用したり，学んだ情報を結集して新たな

価値を創造したりするなど、情報を有効に活用

することで主体的に問題発見や課題解決がで

きるようになるか」と位置付け、実践に取り組

み、成果と課題を明らかにすることである。 

２ 方 法

〔調査対象〕

愛知県岡崎市立大門小学校６年生の１学級

児童３９人を調査対象とした。 

〔調査内容（手立て）〕

① 単元構成の工夫

単元を「課題設定」「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」の学習プロセスを意識

した展開とし，情報活用能力を発揮しながら探

究的な学びとなるようにした。特に「まとめ・

表現」では、既習の知識や技能を全て生かして

初めて解決できるパフォーマンス課題に取り

組ませることで、単元を通して身に付けたこと

の活用度を測れるようにした。 

② 授業支援システム『schoolTakt』の活用

一人一台配付されているタブレット端末を

使い、児童の考えや実験で集めた記録を簡単に

まとめて発表し合ったり、共同編集モードでグ

ループの仲間と協働して、得られた情報を整理

したりできるようにした。 

③ 形成的評価の導入

授業の終盤には，集めた情報が問いを解決す

るために，十分な情報を集めることができた

か，必要な情報を主体的に活用することができ

たかなどをふり返る形成的評価の場を設けた。

以上①～③を踏まえた授業実践に取り組み、

観察調査と単元前と後に行った２回の情報活

用能力質問調査の結果から分析を行った。 

３ 結 果

観察調査において、様々な実験を通して得ら

れた情報（結果）をタブレット端末で撮影した

写真と自分で気付いたことを組み合わせてま

とめを行うことができていた。形成的評価によ

り、情報の整理の仕方にも「次はもっと見やす

くまとめたい」「水溶液の特徴が全てわかれば

特定できそうだ」と授業を通した新たな学び以

外に情報活用能力における自身の変容に気付

き、次への学習意欲を高めていた。単元終盤の

パフォーマンス課題には、それまでにまとめた

情報を活用しながら、どの実験をどの順番で行

えば特定できるという実験計画書を自分で作

成することができた。また、どうしてその手順

で実験しようとしたのかを整理した情報を基

に根拠を示しながら自分の考えを述べること

ができていた。情報活用能力質問調査では、「コ

ンピュータを使って表やグラフを作ったりす

ることは得意である」に「当てはまる」が＋

8.9％、「コンピュータを使って発表するため

のスライドや資料を作ることは得意である」に

「当てはまる」が＋13.4％と上昇を見せたが、

「調べたことをもとに新しいものをつくり出

したり、自分の考えを出したりするようにして

いる」には上昇は見られず、そのような力を育

み発揮する場の設定には課題が残った。 

４ 考 察

情報活用能力を意識した学習プロセスにお

いてタブレット端末を効果的に活用すること

で「主体的・対話的で深い学び」に近づくこと

ができる。情報活用能力の中でも、その時間特

にどの力を意識させたいかを明確にし、それに

見合った場や課題を設定することが必要。 

５ まとめ

理科に限らず、どの教科でも情報活用能力の

育成を意識し、時間をかけ、様々なアプローチ

により育成していくことが必須な時代である。 
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主体的に問題を解決し、科学の面白さを実感する授業づくり

～２年理科「回路の謎を解明しよう」の学習を通して～

前田由美

Yumi MAEDA 

知立市立竜北中学校  

【キ－ワード】 主体的な学び、探究活動、教材開発、電気

１ 目 的

 現行の学習指導要領では、「主体的な学び」

「対話的な学び」「深い学び」の視点による授

業改善を進めることが求められ、理科を学ぶこ

との意義や有用性の実感及び理科への関心を

高める観点から、日常生活や社会との関連を重

視することが重要視されている。授業での生徒

の様子を見てみると、実験の予想や結果をもと

にした考察において自分の考えをもったり、そ

れを深めようとしたりすることを苦手として

いる生徒が多い。また、自ら課題を見出してそ

れらを主体的に追究していく経験が乏しい。そ

こで、生徒が主体的に問題解決に取り組み、身

のまわりの科学の面白さを実感することがで

きるような単元構想や授業づくりを行った。

２ 方 法

 次の手だてを考え、その有効性を検証する。 

（１）教材開発と単元構想の工夫 

単元の導入場面において「ピカピカ危機一髪

ゲーム」「名探偵ボタン」というゲーム性のあ

る教材を開発し、電気に対する興味を高める。

その後「ブラックボックス」を用い、箱の中の

回路が分からない状況をつくることで、謎を解

きたいという目的意識をもたせる。教材との出

合いや追究の過程で、生徒が不思議に思ったこ

とや解き明かしたいことなどを話し合い、考え

を整理する場面を単元構想に多く位置付ける。 

（２）学習内容の利用や身近な生活と関連性 

単元の終わりに「ブラックボックス謎解き選

手権」を行い、既習内容を活用できるようにす

る。また「建物内の並列回路」や「電気のショ

ート」など、生活の中にある身近な電気器具や

電気に関連する現象について紹介する。 

３ 結果と考察 

 はじめにゲーム性のある教材に出合った生

徒は楽しみながら操作し、電気への関心を高

め、電気回路の基本的な知識を定着させた。

ブラックボックス内の回路について考える過

程で、生徒は抵抗の違う２つの豆電球の明るさ

の違いに気づき「なんで明るさが変わるのだろ

う」と疑問をもった。はじめは電流の量に着目

していた生徒が多かったが、話し合いを通して

「勢いよく流れる」と電流の流れ方へと思考を

広げた。生徒がもった電流のイメージをもと

に、２つの豆電球の電圧と抵抗について調べて

いくと「抵抗によって明るさがどうなるのか知

りたい」と自ら課題をもち主体的に追究する姿

が見られるようになった。また、追究の過程で

「２つの豆電球を並列につなぐと同じ明るさ

になるのはなぜか知りたい」と生徒が新たな問

題を見いだし、直列回路と並列回路における電

流、電圧、抵抗の違いを意欲的に調べていった。 

 それぞれの回路の電流、電圧、抵抗の規則性

を実験によって見出した後、教師が教室の蛍光

灯や廊下のスイッチの回路、ショートなどにつ

いて紹介した。生徒は身の回りの生活に目を向

け「だから教室の蛍光灯は同じ明るさ」「ショ

ート回路って危ないね」と実感していた。また、

学習したことを活用する場として、生徒がブラ

ックボックス内の回路を考えてつくり、他の生

徒のつくった回路を解くゲームを行った。生徒

は、電流や電圧を測定したり、抵抗値と豆電球

の明るさを関連付けたりして積極的にゲーム

に取り組んだ。学習後の生徒の振り返りには

「難しかったけど、とても楽しかった」とあり、

生徒が電気についての理解を深め、科学的事象

の面白さを実感していることが分かる。

４ まとめ

 本研究では、生徒の関心や問題意識を高めら

れるような教材開発と単元構想、話し合いの場

の設定により、生徒が主体的に問題を解決し考

えを深めることができたと考える。また、生徒

が学習した知識や技能を利用したり、身近な科

学的事象と関わらせて考えたりすることで、学

習の有用性を実感するとともに、科学の面白さ

に気づくことができたと考える。
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３ 愛知教育大学附属学校の
理科研究の概要
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(１) 理科の目ざすもの 

自然は、直接目で見ることのできない不思議さや長い年月をかけてきた壮大さがあり、神秘

に満ちている。また、人は自然の仕組みを模倣したり、応用したりすることで科学を構築し、

生活の中で役立ててきた。このように、私たちは、これまで自然とともに生きてきた。しかし、

自然の中で過ごす機会が減少し、科学技術による製品化があたりまえになっていることから、

子どもは、自然の神秘や科学の有用性を見すごしてしまっている。 

このような現状だからこそ、理科では、子どもが自然や科学をさまざまな視点から見つめる

機会を設ける必要がある。そうすることで、子どもは、身のまわりの自然を見つめ直したり、

身近な製品に潜む科学の有用性を感じたりする。そして、さまざまな視点で、自然への関心を

強めたり、自分の生活や未来の産業に科学を生かそうと行動したりする。 

このようにして子どもは、自然の神秘や科学の有用性を実感することをとおして、自然との

距離を縮めながら、自らの生活をより豊かなものにしていくことができる。 

(２) 理科の授業づくり 

理科の授業で独創性を育むためには、自然や科学への見方が大きく変わる教材を用意する。

そして、既成概念や生活経験との間にずれを感じられるように、事象の提示の仕方を工夫する。 

そうしたてだてにより、子どもは、「その仕組みはどうなっているのか」と疑問をもち、交流す

る中で問題を見いだす（見つめる）。そして、問題を解き明かそうと自分の予想や仮説をもとに

追究を進めていく。教師は、子どもが実験や観察をもとに科学的な追究を実現できるように、

思考の変容を把握しながら活動を支える。さらに、子どもの思いをもとに意見交流の場を設定

する。仲間と意見交流をする中で、子どもは、自然事象や科学技術の仕組みを新しい見方で捉

える（深める）。その後、新しい見方をとおして生活を見つめる時間を設けることで、子どもは、

身のまわりの自然や科学の仕組みを見つめ直すようになる（つなげる）。 

このような単元により、子どもは自然の神秘や科学の有用性を実感し、自然との距離を縮め

ていくことができるようになる。 

愛知教育大学附属岡崎中学校

理科教科論

理科の独創性を育む姿 

自然の神秘や 

科学の有用性を実感し、 

自然との距離を縮める
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(３) 理科の力とてだて 

今までの自分の考え（意見交流前）

① 差異に気づくためのてだて

         ② 差異を吟味するためのてだて

よりよい考え（意見交流後）

 対象と向き合う中で、「仕組みはどうなっているのか」、「今までの考えと違うのはなぜか」

などという疑問を生み出す力。この力を高めることで、日常生活においても自ら疑問を生み出

し、その疑問を大切にしていくことができるようになる。 

 疑問を解き明かすために、仮説を立てて追究し、得られた結果が科学的な根拠を伴っている

かを検証する力。この力を高めることで、自分の考えを更新しながら追究を続け、考えの根拠

を明確にしていくことができるようになる。

自分の考えをまとめたり、仲間に伝えたりする中で、日常生活に潜む自然や科学を見つめ、

新しい考えをもとに行動していく力。この力を高めることで、目の前にある自然への関心を更

に強めたり、自分の生活や未来の産業に科学を生かそうと行動したりできるようになる。 

・意図的に指名する 

・焦点をしぼり、更なる交流を促す

・観察や実験で確かめる場を設定する 

新
し
い
見
方
で
捉
え
る

・対象にふれる場を設定する 

・ずれを生み出すための事象を提示する

・科学的に検証する場を設定する

 ・科学的な追究を支えるために対話をする

・単元まとめを作成する場を設定する

・考えを共有する場を設定する

【差】差異を把握する力

【問】問いをもつ力

【本】本質に迫る力

【学】学びを表現する力 
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１年生実践：サウンド オブ ストリングス（音の性質） 

音階を出すためには 
どうすればよいだろうか 

【単元について】 

新型コロナウィルス感染症の影響で自粛生活が続く中、癒しの音楽を求めてストリングラフィ

の演奏を聴く。糸を使ってバイオリンのような音楽を奏でていることを知った子どもは、どうすれ

ば糸で多彩な音が出せるのか疑問をもち、ストリングラフィを作り始める。子どもは、糸の長さや

太さを変えながら、音階を出す方法を追究していく。そして、固有の振動数で音階が出せることに

気づき、ギターやバイオリンの演奏など身近な事象を固有の振動数という視点で見つめ始める。 

見つめる 「曲を演奏するためには音階が必要だ」

新型コロナウィルス感染症の影響で自粛生活が続く中、子どもは癒しを求めていた。彩奈は

音楽の力がみんなの心を癒すのではないかという思いをもった。そこで教師は、癒しの音楽を

体感し、演奏したいという思いを高めるために、【問】ストリングラフィの演奏を聴く場を設定

した。糸を使ってバイオリンのような音楽を奏でていることを知った彩奈は、「私もストリング

ラフィを作って演奏してみたい」という思いをもち、糸を使ってストリングラフィを作り始め

た。彩奈は、糸に水や松脂をつけ、指でこすることで糸を振動させて音を出したが、曲を演奏

することはできなかった。そして、「曲を演奏するためには音階が必要だ」と考え、「音階を出

すためにはどうすればよいだろうか」という問題を見いだし、追究を始めた。 

深める 「音階には固有の振動数がある」

教師は、実験をもとに音階の規則性について考えることができるように、【本】科学的に検証

する場を設定した。彩奈は、糸の太さを変えたが、思うように音階を出すことができなかった。

そこで、音の高さは糸の長さによって決まると考えた彩奈は、糸を押さえる場所を変えること

で糸が振動する長さを調整し、音階を出そうとしていた。少しずつ音の高さを変えることはで

きたが、音階が出せず困っていた。そこで教師は実験結果をもとに、客観的に語ることができ

るように、【本】糸の長さをどのように変えているかを対話で問い直した。彩奈は、対話をとお

して、糸の長さと音の高さの関係を正確に記録していないことに気づき、

糸の長さを 25 ㎝ずつ変え、音の振動数を測定した。すると、糸が長いと

振動数が少なく、音は低いことを見いだした。しかし確信がもてず、仲間

の意見を聞きたくなった。そこで、問題「音階を出すためにはどうすれば

よいだろうか」について意見交流を行った。 振動数を測定する 
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意見交流では、糸の長さや太さ、張り具合を

変えることによって、音の高さが変わるとい

う意見が出された。しかし、みんなの音がばら

ばらだったため、出せたと思っている音階は

本当に正しいのだろうかという疑問が広まっ

た。そこで、教師は、敦史を意図的に指名した。

敦史は、「音階には固有の振動数がある。その

音の振動数になるように糸の長さを調整すれ

ば正確な音階が出せる」と発言した。すると、

「固有の振動数になるようにして、音階を出

してみたい」と仲間から反応があった。そこ

で、教師は、固有の振動数になるように糸の長

さを調整し、音階を奏でる場を設定した。彩奈は、チューナーを使って振動数を測り、ドレミ

の音を確認した。その後の感想交流では、「ドだと思っていた音が、振動数を測るとミだとわか

った」「固有の振動数を出すことで、みんな同じ音階を出すことができる」と意見が出され、固

有の振動数を見極めると音階を出せることが共有された。彩奈も「振動数を 1046Hz になるよう

に調整すると、みんな同じドの音になった」と述べた。彩奈は授業日記に、固有の振動数と音

階についてまとめ、固有の振動数になるように糸の長さを調整すると音階が出せると実感した。 

つなげる 「この原理は、ギターや琴など他の楽器にも使われている」

彩奈は、固有の振動数を測定し、音階を出すことができた。教師は、子どもが追究内容をま

とめ、身のまわりの事象を固有の振動数という視点で見つめられるように、【学】単元まとめを

作成する場を設定した。彩奈はこれまでの追究を振り返り、実験結果を整理しながら単元まと

めを書いた。 

彩奈は、演奏をみんなに聴かせたいという思いを高め、固有の振動数を利用したストリング

ラフィを作った。仲間と演奏し合った後の感想交流で、彩奈は「固有の振

動数を意識して曲が演奏できた。音楽部では楽器の音合わせを、チューナ

ーを使ってしているようだ。他の楽器でも、同じ振動数の音を出して比べ

てみたい」と語り、身近な楽器を固有の振動数という視点で見つめ始めた。 

●［彩奈の考え（交流前）］糸の長さを調整すると

音階が出せる。糸を長くすると振動数が少なく

なり、音が低くなる。 

〔差異に気づく〕固有の振動数

で音階を出せると考えている

敦史を指名

●［彩奈の考え（交流後）］糸を長くすると振動数が

少なくなり音が低くなったが、その音が本当に

「ド」の音なのか確信がもてなかった。固有の振

動数になるように糸の長さを調整することで、正

確な音階を出せる。 

〔差異を吟味する〕固有の振動

数になるように糸の長さを調

整し、音階を奏でる場を設定

新
し
い
見
方

【
固
有
の
振
動
数
の
視
点
】

 彩奈の単元まとめ（一部抜粋） 

「ド」の音の位置を見つけることに苦労したが、意見交流で「ド」の固有の振動数を出せば、正

確な音階を出せるとわかった。そして、ドレミの音階を奏でることができた。この原理は、ギター

や琴など他の楽器にも使われている。その他にも利用されているものを調べてみたい。 

曲を演奏する 
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第１学年Ｃ組 理科授業案

１ 単元 サウンド オブ ストリングス（音の性質）

２ 単元構想

（１）本単元で独創性を育む子どもの姿

固有の振動数を利用して糸の長さを調整すれば、音階が出せることを実感し、

固有の振動数という視点で身のまわりの事象を見つめ始める子ども

（２）本単元で目ざす力の高まり

問いをもつ力…ストリングラフィを作る中で、どうしたら大きな音や音階が出せるのか

を考え続ける

本質に迫る力…糸の太さや長さを変えながら振動数を変化させ、音階を出す方法を科学

的に検証する

学びを表現する力…ストリングラフィの制作や演奏をとおして、固有の振動数という視点で

身のまわりの事象を見つめ始める

（３）教材について

本単元では、絹糸を使った楽器「ストリングラフィ」を教材として用いる。ストリング

ラフィは、糸をこすり、振動させることで、バイオリンのような音を奏でる楽器であり、

シンプルなつくりで音の原理を学ぶことに適している。子どもは、糸の張り具合や太さを

変えながら、音階を出すことができるように試行錯誤していく。糸の長さや太さを変え、

振動数を調整することで、音階を出せることを実感できる教材である。

（４）子どもの思い・考え

見つめる段階で子どもは、コロナウィルスの影響で自粛生活が続く中、癒しの音楽を求

めてストリングラフィの演奏を聴く。すると、糸を使ってバイオリンのような音楽を奏で

ていることに驚き、どうしたら糸で多彩な音が出せるのか疑問をもつ。そして、糸を使っ

てストリングラフィを作り始める。中間報告会では、糸だけでは音は響かないが、水や松

脂をつけたり、糸の先に紙コップをつけたりすることで糸の振動が伝わり、音が響くよう

になると語る。紙コップによって音が大きくなったことを実感した子どもは、曲を奏でる

ために音階を出したいという思いを高める。そして音階を出すためにはどうすればよいだ

ろうかという問題を見いだす。

深める段階では、音階を出す方法を追究する。糸の太さに着目した子どもは、糸の太さ

の違いで音階を出そうとする。糸の張りに着目した子どもは、張り具合を調整しながら音

階の違いを表現しようとする。糸の長さに着目した子どもは、糸の長さを調整したストリ

ングラフィを作り出す。意見交流では、音階を出すための方法が語られる。その中で、ド

のような音は出たが、本当にドの音なのかがわからないという意見が出る。すると、チュ

ーナーで振動数を測定して糸の長さを調整した子どもから、その音の固有の振動数を測定

し、糸の長さを調整することで音階が出せると語られる。子どもは、その音の固有の振動

数を測定し、長さを調整することで音階が出せると実感し、音階を「固有の振動数」とい

う新しい見方で捉える。そして振動数を測定して、糸の長さを変化させることで音階を奏

で、曲を演奏できそうだという思いをもつ。

つなげる段階では、音の大きさや高さを調整した自作のストリングラフィで演奏し、学

級で感想交流を行う。さらに、音階を出す仕組みをまとめ、仲間と共有することで、身近

な楽器の長さや太さの違いに気づき、振動数と長さや太さの関係について関心を高めてい

く。そして、ギターやバイオリンの演奏など身近な事象を固有の振動数という視点で見つ

め始める。
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３ 単元構想表（12時間完了）

段
主なてだて 思い・考え よりよい考え 新しい見方

階

コロナウィルスの影響で家にこもりがち 音は音源が振動し、まわりの空気に振動が
で気持ちが沈む。音楽で癒されたい 伝わっていくことで聞こえる

癒しの音楽にストリングラフィがある。聴いてみたい

１時

どのように音を出している 糸だけでメロディが奏でら 仕組みは単純そうだ。力の
のか。バイオリンの音に似 れている。音楽を演奏して 加減を変えれば、音は変わ
ているが関係あるのか みたい りそうだ

見

つ ストリングラフィを作って演奏してみたい

め ２～４時

る 弾けば音が出るが、先生の 糸だけで音が出るのか。水 音を大きくするにはスピー
音と違う。こすると似た音 をつけると少し音が出た。 カーをつければよい。糸電
がかすかに出る 油ではすべって音が出ない 話は紙コップがついている

ギターのような音ではなく バイオリンは弦に松脂を塗 糸の振動が紙コップに伝わ
バイオリンのような音を出 る。松脂を塗ることで引っ り、空気を振動させて音を
したい かかりが増えて音が鳴る 大きくする

紙コップのスピーカーをつけることで音は大きくなったが、きれいな音階が出せない。
曲を演奏するには音階が必要だ。音階を出すためにはどうすればよいだろうか【問題】

５～９時

糸の張りを弱めれば、音は 糸を押さえる位置と糸をこ 糸の長さを変えれば高さは
低くなるが、安定しない。 する位置が近いほど高い音 変わるが、きれいな音階が
濁ったような音だ が出せる 出せない

深
糸をしっかり張ったほうが 糸を押さえる位置で音階が 糸の長さを半分にすると１

め 安定して振れる。濁りのな 出せる。糸に等間隔に印を オクターブ高くなる。更に
い高い音が出せる つければ音階が出せる 半分にするとどうなるのか

る

糸の張りに強弱をつけるこ 糸を押さえる位置で音階は その音の固有の振動数を測
とで、音階を表現すること 出せたようだが、本当のド 定し、糸の長さを調整する
ができそうだ の音がわからない ことで音階が出せる

振動数を測定し糸の長さを調整することで音階を出せそうだ。
自分の作った楽器で曲を演奏して、癒しの音楽を奏でたい

10～12時

キラキラ星やチューリップ ギターは弦を途中で押さえ 楽器が違っても、振動数を
つ は演奏できた。演奏でみん ることでコードを変えてい 測定して調整すれば、同じ

なを癒したい る。振動を止めている 高さの音になる
な

げ プロの奏者のような音を出 ピアノの弦の太さは20段階 同じ音階でも楽器によって
したい。ストリングラフィ ある。音域に合わせた太さ 音色が違うのは、波形が異

る の演奏を生で聴きたい の弦を張って調律している なるからだ

ギターやバイオリンも弦の長さや太さを 固有の振動数がわかれば、楽器のチューニ
調整することで音階を出している ングもできるようになる

単元まとめを作
成する場を設定
する
単元まとめを作
成し、身のまわ
りの事象を固有
の振動数という
視点で見つめら
れるようにする
●学びを
表現する力

科学的に検証す
る場を設定する
実験をもとにし、
糸の長さや太さ
と音階の規則性
について考える
ことができるよ
うにする
●本質に迫る力

○意図的に指名
する
○観察や実験で
確かめる場を
設定する

●差異を
把握する力

○意図的に指名
する
○観察や実験で
確かめる場を
設定する

●差異を
把握する力

ストリングラフ
ィの演奏を聴く
場を設定する
癒しの音楽を体
感し、演奏した
いという思いを
高め、どうした
ら曲が演奏でき
るだろうかとい
う思いをもてる
ようにする
●問いをもつ力

糸の長さをどの
ように変えてい
るかを対話する
実験結果をもと
に、客観的に語
ることができる
ようにする
●本質に迫る力
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２年生実践：あなたがいるから輝ける（いろいろな化学変化） 

明るさや発光時間は 
どのように調整すればよいのだろうか

【単元について】 

コロナ禍で行事が縮小される中でも、文化祭を盛り上げたいと考えた子どもは、オリジナルケ

ミカルライト作りに挑む。さまざまな溶液を混ぜ合わせて発光させる中で、ケミカルライトの発光

は化学変化であることに気づき、明るさや発光時間を調整する方法を追究していく。そして、温

度や触媒の量で反応速度を変えられ、明るさや発光時間を調整できると気づいた子どもは、反

応速度という視点で身のまわりの事象や製品を見つめ始める。 

見つめる 「原材料が同じなのに、なぜ明るさや発光時間が違うのか」

涼子は、コロナ禍で行事が縮小される中でも、文化祭を盛り上げ

るために、「ケミカルライトを自作して、文化祭で使いたい」と思っ

た。そして涼子は、市販のものより明るいケミカルライトを作りた

いと考えた。そこで教師は、発光の仕組みを考えられるように【問】

ケミカルライトにふれる場を設定した。ケミカルライトを分解した

涼子は、２種類の液体が混ざって発光することを知った。教師は、

子どもが疑問を生み出せるように、【問】明るさや発光時間が異なるケミカルライトを提示した。

涼子は、「原材料が同じなのに、なぜ明るさや発光時間が違うのか」と仲間に話した。涼子は、

さまざまな溶液を混ぜ合わせて実験を行う中で、蛍光液と酸化液を混ぜれば、化学変化が起こ

り、発光が始まると気づいた。そして、仲間と実験結果を話し合うことで、混ぜ合わせる溶液

の種類や比によって明るさや発光時間が変わることを知った。しかし、自分が作りたい明るさ

や発光時間にするために必要な溶液の種類や正確な比などはわからなかった。そこで、「明るさ

や発光時間はどのように調整すればよいのだろうか」という問題を見いだし、追究を始めた。 

深める 「反応速度を調整すれば、明るいケミカルライトを作れそうだ」

教師は、さまざまな視点から追究を行えるよう、多くの溶液を用意し、【本】科学的に検証す

る場を設定した。涼子は、蛍光液と酸化液の比を変えることで明るさを調整できるという仮説

を立てた。オレンジ色の蛍光液と酸化液をさまざまな比で混ぜ合わせた結果、蛍光液に酸化液

を少しずつ入れていくと徐々に明るくなり、蛍光液：酸化液＝３：１のときが最も明るくなる

ことに気づいた。この結果から明るさを調整することができたと満足していた。そこで教師は、

どの色の場合も３：１が成り立つのかを【本】対話で問い直した。涼子は、他の色でも試した

溶液を混ぜ合わせて実験する 
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ところ、色により最も明るくなる比は違うことに気づいた。そして、さまざまな色の最も明る

くなる比を求めた涼子は、自分の考えを伝えたいという思いと、色に関係なく共通して調整が

できるよい方法はないかを知りたいという思いをもった。そこで、問題「明るさや発光時間は

どのように調整すればよいのだろうか」について意見交流を行った。 

多くの子どもが、涼子と同じように溶液

の比で明るさや発光時間を調整できるとい

う考えを述べたところで、教師は、俊太を

意図的に指名した。俊太は、「ケミカルライ

トを温めたら明るく短い発光となり、凍ら

せたら暗く長い発光となった。発光は化学

反応であり、温度を変えれば反応速度が変

わるから、明るさや発光時間を調整できる」

と発言した。「何色でも成り立ちそうだ」、

「温度以外でも反応速度は変えられるの

か」という反応速度に関するつぶやきが出

たところで、教師は、俊太の考えに焦点を

しぼり、更なる交流を促した。すると、温度以外にも、この反応における触媒となるサリチル

酸ナトリウム溶液の量で、反応速度は調整できるという意見が述べられた。涼子は、温度や触

媒で反応速度を調整すれば、明るいケミカルライトを作れそうだと考えた。そして涼子は、文

化祭当日に高温のケミカルライトを使うことの危険性を考え、触媒の量で反応速度を変えるこ

とでケミカルライトの明るさや発光時間を調整したいという思いをもった。

つなげる 「他にも反応速度を利用しているものがありそうだ」

文化祭当日、涼子は、自分が見つけた蛍光液と酸化液の明る

くなる比に、触媒となるサリチル酸ナトリウム溶液を少し足

すことで、紫色で明るく光るケミカルライトを作成し、文化祭

を楽しんだ。その後、教師は、子どもが反応速度という視点で

生活を見つめられるように、【学】考えを共有する場を設定し

た。涼子は、溶液の比や触媒の有無で反応速度をできるだけ

遅くすることで、長い時間光るケミカルライトを作れば災害時に役立つと語った。仲間からは、

「激熱カイロ」という屋外で使用するための製品は、反応速度を速めることで発熱時間が短く

なるが、最大温度が上がるという話を聞いた。また、消化酵素は生体内で行う代謝の速度を上

げるための触媒であるという話も聞いた。身のまわりの事象や製品を、反応速度という視点で

見つめ始めた涼子は、他にも反応速度を利用しているものがありそうだと考え、調べ始めた。 

●［涼子の考え（交流前）］溶液の比を変えて調整で

きる。しかし、オレンジ：酸化液なら３：１、紫：

酸化液なら８：５が最も明るくなり、色により異

なるのでもっと便利な調整方法があるとよい。 

〔差異に気づく〕反応速度に着目

している俊太を指名

●［涼子の考え（交流後）］発光は化学変化のエネル

ギーを使う。だから反応速度を調整すれば、明る

さや発光時間は調整できる。触媒による調整は、

温度による調整よりも安全で便利そうだ。 

〔差異を吟味する〕俊太の考えに焦

点をしぼり、更なる交流を促す

新
し
い
見
方

【
反
応
速
度
の
視
点
】

オリジナルケミカルライトを作る 
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第２学年Ｄ組 理科授業案

１ 単元 あなたがいるから輝ける（いろいろな化学変化）

２ 単元構想

（１）本単元で独創性を育む子どもの姿

化学発光の明るさや時間は反応速度が関係することを実感し、

反応速度の調整という視点で身のまわりの事象や製品を見つめ始める子ども

（２）本単元で目ざす力の高まり

問いをもつ力…ケミカルライトには、発光時間が長いものや明るく輝くものがあること

を知り、その仕組みについて考え続ける

本質に迫る力…明るさや発光時間を調整するための工夫に着目し、液の組み合わせによ

る明るさや発光時間の違いを調べながら、検証する

学びを表現する力…ケミカルライトの明るさと発光時間の関係をまとめ、仲間に伝える中で、

反応速度の調整という視点で身のまわりの事象や製品を見つめ始める

（３）教材について

本単元では、ケミカルライトを教材として用いる。ケミカルライトが発光する仕組みは、

シュウ酸エステル溶液が過酸化水素溶液により酸化する際に生まれるエネルギーを蛍光物

質が受け取ることで輝くというものである。しかし、販売されている商品には、発光時間

は短いが明るく輝くものや、暗いが発光時間は長いものなど、さまざまな種類がある。ケ

ミカルライトに使われる薬品の組み合わせを変えながら、生じる発光の明るさや時間の違

いを比べることをとおして、発光の反応の仕組みに迫り、触媒などによる反応速度の調整

が生活に利用されていることを実感できる教材である。

（４）子どもの思い・考え

見つめる段階で、子どもは、文化祭を盛り上げるためにケミカルライトを自作したいと

いう思いをもち、商品を分解すると、液体が発光していることを知る。材料として、提示

された蛍光液（オレンジ、赤、青、緑）、酸化液、シュウ酸エステル溶液、過酸化水素溶

液、色素溶液（青）、サリチル酸ナトリウム溶液を見た子どもは、溶液を混ぜ合わせて実

験を始める。中間報告会では、蛍光液と酸化液を混ぜたら光ったことや、蛍光液の種類で

色が変わったことが語られる。その中で、溶液の組み合わせや量の違いで、明るさや発光

時間が変わることに気づく。調整方法がわかれば自分だけの輝きを作れそうだという思い

をもち、明るさや発光時間はどのように調整すればよいのだろうかという問題を見いだす。

深める段階では、問題を解き明かそうと追究を行う。溶液の比や量に着目した子どもは、

蛍光液と酸化液には明るくなる比があることや、発光している液にシュウ酸エステル溶液

をたすと発光時間が長くなることに気づく。温度に着目した子どもは、温度を変えると、

明るさが変化することに気づく。追究が進み、仲間の考えを聞きたくなったところで意見

交流を設定する。意見交流では、薬品の比や量による調整が語られる中、反応速度による

調整に着目した子どもが、温度を変化させたり、触媒を利用したりして反応速度を変えれ

ば、明るさや発光時間は調整できると語る。溶液の割合を変えながら確かめる中で、明る

さや発光時間の調整方法を「反応速度」という新しい見方で捉え、オリジナルケミカルラ

イトの作り方を解き明かす。

つなげる段階では、反応の仕組みを考えながら、明るさや発光時間を調整した自分だけ

のケミカルライトを作る。また、明るさや発光時間を調整する方法について単元まとめを

作成したり、激熱カイロも中身が同じで温度が異なることを仲間に紹介したりすることを

とおして、反応速度の調整という視点で身のまわりの事象や製品を見つめ始める。
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３ 単元構想表（13時間完了）

段 主なてだて 思い・考え よりよい考え 新しい見方
階

ケミカルライトをポキッと折ると光り始 熱分解や電気分解、酸化や硫化など、さま
める。電池がないのになぜだろうか ざまな化学変化がある

コロナ禍で行事が縮小されるからこそ、文化祭はみんなで盛り上がりたい

１時

附中生全員で育朋館には入 いつも使うケミカルライト 自分の好きな色や明るさに
れない。教室で盛り上がる をみんなで持って、画面を 輝くケミカルライトを作っ
方法を考えよう 見るのはどうか たら盛り上がりそうだ

見

つ ケミカルライトを自作し、オリジナルケミカルライトで文化祭を盛り上げよう

め ２～５時

る 赤と青の蛍光液を混ぜ、酸 明るく輝くものを作りた 長く輝くものを作りたい。
化液を入れるとピンクの光 い。蛍光液と酸化液を混ぜ 薬品の組み合わせで発光時
になった ると明るく光った 間は変わるのだろうか

蛍光液の割合を変えて混色 薬品の種類が多く、更に明 成分を見ると、酸化液は過
することで、色の種類はあ るくするためにどれを混ぜ 酸化水素溶液とサリチル酸
る程度作れそうだ ればよいのかわからない ナトリウムの化合物だ

蛍光液を混ぜれば好きな色ができたように、溶液のはたらきを考えていくことが大切だ。
明るさや発光時間はどのように調整すればよいのだろうか【問題】

６～10時

蛍光液と酸化液には、最も ケミカルライトを湯で温め 光り終わった商品にシュウ
明るくなる比がある。それ ると明るくなり、氷で冷や 酸エステル溶液をたしたら
を考えれば調整できる すと暗くなる 再び光り始めた

深

め オレンジの蛍光液と酸化液 発光の明るさは温度で調整 シュウ酸エステル溶液が発
とでは、３：１で混ぜたと できる。温度で変わる仕組 光時間に関わる。この液の

る きに最も明るい みはわからない 量で発光時間を調整できる

色が変わると、酸化液との 発光は化学変化で起こる。 発光が暗いときは長く光り
比も変わる。好きな色で比 反応速度によって明るさや 続ける。発光時間と明るさ
を使うには難しそうだ 発光時間は決まる は関係がありそうだ

触媒で反応速度を調整すれば、明るさや発光時間は調整できそうだ。
溶液の分量を工夫し、自分だけのオリジナルケミカルライトを完成させよう

11～13時

化学変化が関係するものは 長く光らせることで、災害 私は文化祭で暗くてもよい
つ ケミカルライト以外にもあ 時のライトとしても利用で から、最後まで輝き続ける

るのだろうか きそうだ ケミカルライトを使いたい
な

げ 激熱カイロという商品を聞 用途によって化学変化の速 化学変化を遅くするため、
いたことがある。触媒で反 度を調整することで、生活 蛍光液に過酸化水素溶液だ

る 応を速めているのだろうか に役立つものができる けをたせばよい

光り終わったケミカルライトの液は捨て 発光は化学変化のエネルギーにより起こる
ても大丈夫なのだろうか。調べてみよう そうだ。エネルギーの学習もしたい

考えを共有する
場を設定する
反応速度という
視点で身のまわ
りの事象を見つ
められるように
する
●学びを
表現する力

ケミカルライト
にふれる場を設
定する
発光の仕組みを
考えられるよう
にする
●問いをもつ力

○意図的に指名
する
○論点をしぼり
更なる交流を
促す
●差異を
把握する力

○意図的に指名
する
○論点をしぼり
更なる交流を
促す
●差異を
把握する力

科学的に検証す
る場を設定する
さまざまな支点
から追究を行え
るようにする
●本質に迫る力

対話で問い直す
実験をもとにし
て、客観的に語
ることができる
ようにする
●本質に迫る力

明るさや発光時
間が異なるケミ
カルライトを提
示する
さまざまな明る
さのケミカルラ
イトの原材料が
同じことについ
て疑問を生み出
せるようにする
●問いをもつ力
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３年生実践：ピタゴラジャンプ（仕事とエネルギー） 

球がもつエネルギーを大ジャンプに 
つなげるには、どうすればよいか 

【単元について】 

「回転ループ」「減速（最遅 ０.５ｍ/ｓ 以下）」「ジャンプ」の三つ 

の条件に合うレールコースターを自作し、飛び出す球の飛距離を 

競い合う(例:右図)。子どもは、球の飛び出す発射角度を調整し 

たり、エネルギーロスをいかに防ぐかを考えたりしながら追究を進める。そして、あえて摩擦を利

用することで、球の空転によるエネルギーロスを防げることを実感する。エネルギーロスを新しい

見方で捉えた子どもは、生活にある事象をエネルギーの移り変わりという視点で見つめ始める。 

見つめる 「球の位置エネルギーをどう生かすかが大事ではないか」

レールコースターに興味をもった桃香は、コースに必要な条件を仲

間と話し合った。そして、「回転ループ」「減速（最遅 0.5m/s 以下）」

「ジャンプ」の三つの条件を取り入れたコース作りを始めた。教師は、

子どもが、遠くに球を飛ばしたいという思いをもてるように、【問】コ

ースを自作して試す場を設定した。桃香は、回転ループを減速させる

ための山の前に設置すると、ジャンプが大きくなることに気づいた。

中間報告会では、スタート位置を高くして位置エネルギーを高めたり、レールの揺れを防いで

エネルギーロスを減らしたりするなど、遠くに球を飛ばすための工夫を仲間から聞いた。桃香

は、「回転ループの設置位置は合っている。あとは、最初の球の位置エネルギーをどう生かすか

が大事ではないか」と、更なる工夫が必要だと考えた。そして、「球がもつエネルギーを大ジャ

ンプにつなげるには、どうすればよいか」という問題を見いだし、追究を始めた。 

深める 「球が滑って空転し、エネルギーロスを起こすからだ」

桃香は、球が進むときのエネルギーロスを減らせば、ジャンプ直前の球の速さが増して大ジ

ャンプが実現できるという仮説を立てた。そこで教師は、科学的な根拠がもてるように、【本】

科学的に検証する場を設定した。桃香は当初、同じ質量の球は同じ速さで進むと予想したが、

試技を行うと同じ質量でも球の大きさによって速さに違いが生じた。桃香は、なぜなのかと疑

問を抱いた。そこで、教師は、【本】直径が速さにどう影響しているかを対話で問い直した。す

ると桃香は、質量が同じで直径の違う球を用いて対照実験を行い、「直径が違うと球とレールの

接地範囲に違いが生じるから摩擦の影響が変わる。これがエネルギーロスにつながっているの

球の高さを調整する 

回転ループ

減速の山

ジャンプ
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ではないか」と考えた。そして、「球の直径が大きいほど、全体の表面積に対する接地面の割合

が小さく、摩擦の影響も小さい。直径が大きいほど、エネルギーロスを小さくできる」という

考えを導き出した。そして、桃香が自分の考えを仲間に伝えたくなったところで、問題「球が

もつエネルギーを大ジャンプにつなげるには、どうすればよいか」について意見交流を行った。 

意見交流では、大ジャンプのためには、

エネルギーロスを減らして、いかに高い山

に球を登らせるかが重要であると語られ

た。桃香は、「大きい球を使うと、摩擦が減

り、高い山を登らせやすい」と発言した。

一方で、「山が高すぎると傾斜が急になる

から球が登りにくい。ジャンプにつながら

ないのではないか」という疑問も生じた。

そこで、教師は、和也を意図的に指名した。

和也は、「山で球が登らない原因は、球が滑

って空転し、エネルギーロスを起こすからだ。あえて摩擦のある球を使えば、滑らずに球が登

る」と発言した。すると、「滑ることがエネルギーロスになるとはどういうことか」と仲間から

反応があったため、教師は、空転によるエネルギーロスを実験で確かめる場を設定した。桃香

は、木球とゴム球を使って、山の登り方の違いを実験で確かめた。すると、木球は、山の途中

でキュルキュルと音がなり空転したが、ゴム球は空転することなく急傾斜の山を登った。

桃香は授業日記に、球の空転がエネルギーロスになることをまとめ、球を大ジャンプさせる

ためには、あえて摩擦を利用して空転によるエネルギーロスを防げばよいことを理解した。 

つなげる 「エネルギーがどう変化していくかを見極めたい」

桃香は、空転によるエネルギーロスを防ぐために、山の傾斜を調整し、ゴム球を使って最適

なレールコースターを作り上げた。そして教師は、身のまわりの事象について考えられるよう

に、【学】ジャンプ大会を行って感想を交流し、互いの考えを共有する場を設定した。桃香は、

自作のコースの利点を紹介するとともに、地下鉄の電車が、力学的エネルギーの移り変わりを

利用して省エネルギーを実現している事例を紹介した。仲間との交流を経た桃香は、「最初のエ

ネルギーは音や熱など、必ず何かに変換される。身のまわりにある製品でもエネルギーロスは

発生しているはずだ。エネルギーがどう変化していくかを見極めたい」と振り返りに書き、身

のまわりの事象をエネルギーの移り変わりという視点で見つめ始め、更に探ろうと動き出した。 

●［桃香の考え（交流前）］大きい球がよい。大きい

球はレールとの接地面の割合が小さく、摩擦の影

響が小さくなる。 

〔差異に気づく〕あえて摩擦を利用

して考えている和也を指名

●［桃香の考え（交流後）］摩擦がエネルギーロスの

原因だと思っていたが、和也くんが言うように、球

が転がるためには摩擦がいる。球の空転のエネル

ギーロスを防げば、もっと遠くに飛ばせそうだ。 

〔差異を吟味する〕空転によるエネ

ルギーロスを確かめる場を設定

新
し
い
見
方

【
空
転
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
の
視
点
】

和也：キュルキュルという音が鳴るのは、球の回転のエネルギーが音エネルギーに変換して

いる証拠だ。球の回転が坂を登るために使われれば、エネルギーロスはない。 

桃香：摩擦のあるゴム球は、山を登る勢いが違う。急傾斜の高い山にも登れるから、再び球

の位置エネルギーを大きくできて、その後の大ジャンプにもつなげられそうだ。
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第３学年Ｄ組 理科授業案

１ 単元 ピタゴラジャンプ（仕事とエネルギー）

２ 単元構想

（１）本単元で独創性を育む子どもの姿

エネルギーロスを抑えることで、目的とする運動を実現し、
エネルギーの移り変わりという視点で身のまわりの事象を見つめ始める子ども

（２）本単元で目ざす力の高まり

問いをもつ力…条件に合うレールコースターを自作する中で、遠くに球を飛ばすためには、

どのような工夫をすればよいか考え続ける

本質に迫る力…決められた条件を満たしたうえで、球を転がす位置やコースの形状、球の発

射角度を変えながら、遠くに球を飛ばす方法について科学的に検証する

学びを表現する力…ジャンプ大会を行い、自作のコースのよさを発信し合うことをとおして、エ

ネルギーの移り変わりという視点で身のまわりの事象を見つめ始める

（３）教材について

本単元では、自作のレールコースターから飛び出す球の飛距

離を競う。コースは「回転ループ」「緩急（最遅0.5m/s以下）」

「ジャンプ」の三つの条件を満たし、球が最初にもつエネルギ

ーをいかに目的とする運動につなげるかを追究する(例:右図)。

摩擦などのエネルギーロスを防ぐことが重要であると考えていた子どもが、追究をとおして、

あえて摩擦を利用することでエネルギーロスを防げることに気づいていく。球の運動をエネル

ギーの変化と関わらせて考えることで、エネルギーの移り変わりを実感できる教材である。

（４）子どもの思い・考え

見つめる段階で子どもは、３階の教室から別棟の理科室へ球を飛ばして楽しめるジェットコ

ースターを文化祭で披露したいという思いをもつ。そして、コースに必要な条件を話し合いで

決定し、条件を満たしたうえで、いかに遠くまで球を飛ばせるかを目ざしてコース作りを始め

る。中間報告会では、遠くに球を飛ばすために、スタート位置を調整したことや回転ループを

固定したことなどのコースの工夫が語られ、エネルギーという視点で球の運動を見つめだす。

しかし、より遠くまで飛ばすには、更なる工夫が必要なことに気づく。そして、球がもつエネ

ルギーを大ジャンプにつなげるには、どうすればよいかという問題を見いだす。

深める段階では、より遠くへ球を飛ばす方法について追究する。球のもつエネルギーに着目

した子どもは、レールを短くして摩擦を減らしたり、途中の山の高さを調整したりして、エネ

ルギーを保つ方法を考える。球のジャンプに着目した子どもは、球の速さと発射角度の最適な

関係を追究し、球のエネルギーを最大限にジャンプに生かそうとする。そして、意見交流では、

追究をもとに球を遠くに飛ばす方法が語られる。しかしその中で、どれだけ工夫しても球が登

る山の高さには限度があるのではないかという疑問が述べられる。すると、高い山を登らせた

子どもから、球の滑りがエネルギーロスの原因となっていることや、あえて摩擦を利用する必

要性が語られる。そして、摩擦の有無によって球が山を登る様子に違いがあることを実感し、

「空転によるエネルギーロス」という新しい見方で球の運動を捉えた子どもは、空転を防ぐこ

とで、より球を遠くに飛ばせそうだという思いをもつ。

つなげる段階では、コースを完成させてジャンプ大会を行い、感想を交流し合う。さらに、

文化祭に向けて、教室から理科室にジャンプしてつながる大型ジェットコースターを完成させ

る。そして、エネルギーの移り変わりを利用した乗り物や実生活のエネルギーロスを防ぐ工夫

に目を向け、身のまわりの事象をエネルギーの移り変わりという視点で見つめ始める。

回転ループ

速度測定器

減速の山

ジャンプ
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３ 単元構想表（14時間完了）

段 主なてだて 思い・考え よりよい考え 新しい見方
階

教室から理科室に球を飛ばして楽しめる 高い位置にある物体や速さのある物体は、
ジェットコースターを披露したい 他の物体に対して仕事をする能力がある

３階の教室と別棟の理科室は離れているから、球を大きくジャンプさせる必要がある。
どんな設計のコースにすれば、ジャンプを取り入れた楽しめるコースになるのだろうか

１時

コースに回転ループを入れ 球が目的の場所まで飛ぶよ 速度に緩急をつけると楽し
たい。球を回転させるには うな設計が必要だ。できる そうだ。途中で速度を落と
球の勢いに工夫がいる だけ遠くに飛ばしたい すにはどうすればよいか

見

つ
条件に合うレールコースターで、球を遠くに飛ばしたい

め
２～５時

る
回転ループをうまく回すた 回転ループが揺れると、球 緩急をつけるためには、コ
めには、回転ループ前に急 がコースアウトしやすい。 ース上に山を設置して、上
勾配が必要ではないか 安定させることが大事だ。 り坂で減速させればよい

急勾配でも球の高さが高く 固定するとエネルギーをロ しかし、大ジャンプには速
ないと勢いが出ない。勾配 スしにくい。最初のエネル さが必要だ。山が低いと再
よりも高さのほうが重要だ ギーを最大限に利用したい び加速させるのが難しい

はじめに球がもつエネルギーをうまく使えば、大ジャンプにつながりそうだ。
球がもつエネルギーを大ジャンプにつなげるには、どうすればよいか【問題】

６～12時

球の速さはなくなっても、 金属球は摩擦が小さいから ジャンプ直前に最大の運動
その時の位置が高ければ位 熱や音に変換されるエネル エネルギーをもっている。
置エネルギーは高く保てる ギーロスは小さいはずだ このエネルギーを生かそう

深

め 0.5m/sぎりぎりで山の頂上 金属球は急傾斜を登れな 球を水平に飛ばすよりも、
を通過させれば、大きなエ い。登る途中で滑ってしま 発射角度をつけて放物線運

る ネルギーを保持できる うことが原因ではないか 動にすると遠くへ飛ぶ

全体の使うレールを短くで 摩擦があれば滑らない。球 発射位置と着地位置に高低
きれば、全体の摩擦が減ら が滑って空転することがエ 差がある。発射角度は45度
せるからロスも減らせる ネルギーロスの原因だ よりも35度のほうがよい

あえて摩擦を利用すれば、球の空転によるエネルギーロスを防ぐことができ、大ジャン
プにつなげられそうだ。コースを完成させて、ジャンプ大会を行いたい

13～14時

球を空転させないように傾 この原理を利用すれば、３ 元のエネルギーが何に変換
つ 斜を調整するのも一つだ。 階教室から別棟理科室に球 されているか見極めれば、

空転を防げば山は登れる を飛ばすことができそうだ 省エネ対策ができそうだ
な

げ エネルギーロスをいかに減 文化祭に向けて大型ジェッ エネルギーロスで生じた熱
らすことができるかで、ジ トコースターを完成させ、 を暖房などの用途で利用で

る ャンプの飛距離は伸ばせる 大ジャンプを成功させたい きれば、生活に役立つ

地下鉄は、あえてアップダウンの起伏を 元のエネルギーが何にどう変化するかを意
設けることで省エネ運行を実現している 識すれば効率のよい運動を実現できる

ジャンプ大会を
行って感想を交
流し、互いの考
えを共有する場
を設定する
エネルギーの移
り変わりという
視点で身のまわ
りの事象を考え
られるようにす
る
●学びを
表現する力

○意図的に指名
する
○観察や実験で
確かめる場を
設定する
●差異を
把握する力

科学的に検証す
る場を設定する
器具を用意した
り、時間を確保
したりし、科学
的な根拠をもて
るようにする
●本質に迫る力

コースを自作し
て試す場を設定
する
レールコースタ
ーを自作して試
技を繰り返すこ
とで、できるだ
け遠くに球を飛
ばしたいという
思いをもてるよ
うにする
●問いをもつ力

直径が速さにど
う影響している
かを対話する
実験結果や考察
について対話を
し、客観的に語
ることができる
ようにする
●本質に迫る力
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４ 平成30年度  令和２年度
三河教育研究会理科部会
役員・委員名簿





平成30年度理科部会 役員名簿
役 職 勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

部 会 長 岡 崎 岩 津 小 0564-45-2007 小島 寛史

副部会長 知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 福井 信也 豊 田 本 城 小 0565-65-2022 鶴田 秀角

西 尾 鶴 城 小 0563-57-5665 牧野 高士 豊 橋 多 米 小 0532-62-6167 中村 佳嗣

庶 務 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 八木 悟郎 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 大介

知 立 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子 知 立 知 立 南小 0566-83-0616 佐藤 洋介

会 計 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 岩脇 芳弘 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 杉浦 崇文

豊 橋 幸 小 0532-45-8105 千種 優子 田 原 東 部 中 0531-22-0407 鈴木 通正

蒲 郡 西 浦 小 0533-57-5275 原田 果奈 豊 川 中 部 中 0533-86-4846 波多野真大

新 城 東 郷 西 小 0536-22-0107 河村 晴行 北 設 津 具 中 0536-83-2029 髙木 啓司

常任委員 岡 崎 愛 宕 小 0564-22-4419 大久保仁志 幸 田 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

西 尾 西 野 町 小 0563-57-2257 岡田 文男 刈 谷 朝 日 中 0566-23-9282 村瀬 隆一

高 浜 港 小 0566-52-2031 村上 文 豊 田 朝 日 丘中 0565-32-0198 富田 祐介

安 城 錦 町 小 0566-75-2725 小橋 美咲 知 立 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子

碧 南 棚 尾 小 0566-41-0993 澤田 瑞季 みよし 三 好 中 0561-32-1043 手島隆一郎

愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 坂田 周一 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 優也

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 小島 千典 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 富安 洋介

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 川合 陽介 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 加藤 雅尚

地 区
小 学 校 中 学 校

勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

豊 橋 幸 小 0532-45-8105 千種 優子 東 陵 中 0532-66-2671 黒栁 勉

田 原 衣 笠 小 0531-23-1818 栁原 俊浩 東 部 中 0531-22-0407 鈴木 通正

蒲 郡 西 浦 小 0533-57-5275 原田 果奈 三 谷 中 0533-68-2365 壁谷 剛幸

豊 川 長 沢 小 0533-88-3481 林口 優太 中 部 中 0533-86-4846 波多野真大

新 城 東 郷 西 小 0536-22-0107 河村 晴行 鳳 来 中 0536-32-0012 大矢 幹人

北 設 東 栄 小 0536-76-0059 桂川 慶佑 津 具 中 0536-83-2029 髙木 啓司

岡 崎 愛 宕 小 0564-22-4419 大久保仁志 翔 南 中 0564-71-1122 松井 明憲

幸 田 中 央 小 0564-62-8050 持田 崇 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

西 尾 西 野 町 小 0563-57-2257 岡田 文男 鶴 城 中 0563-56-2258 鈴木 浩太

刈 谷 小垣江東小 0566-24-2718 太田いつか 朝 日 中 0566-23-9282 村瀬 隆一

高 浜 港 小 0566-52-2031 村上 文 高 浜 中 0566-53-0279 山本 弘法

豊 田 美 山 小 0565-28-3458 神谷麻紀子 朝 日 丘 中 0565-32-0198 富田 祐介

安 城 錦 町 小 0566-75-2725 小橋 美咲 安 祥 中 0566-76-7811 原田 真実

知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 佐藤 洋介 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子

碧 南 棚 尾 小 0566-41-0993 澤田 瑞季 西 端 中 0566-48-0981 浅井 真早

みよし 天 王 小 0561-32-2383 大久保加奈子 三 好 中 0561-32-1043 手島隆一郎
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令和元年度理科部会 役員名簿
役 職 勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

部 会 長 岡 崎 岩 津 小 0564-45-2007 小島 寛史

副部会長 知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 福井 信也 豊 田 九 久 平小 0565-58-0027 鶴田 秀角

西 尾 鶴 城 小 0563-57-5665 牧野 高士 豊 橋 向 山 小 0532-52-0396 河合 敏博

庶 務 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 大介 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 八木 悟郎

幸 田 幸 田 小 0564-62-0118 鈴木 朝雄 幸 田 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

会 計 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 優也 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 岩脇 芳弘

豊 橋 高 豊 中 0532-21-2101 黒栁 勉 田 原 田原南部小 0531-22-0479 鈴木 通正

蒲 郡 中 部 中 0533-68-1538 鈴木 勇貴 豊 川 国 府 小 0533-87-2044 筒井 亨臣

新 城 鳳 来 中 0536-32-0012 大矢 幹人 北 設 豊 根 小 0536-85-1349 鈴木 悠里

常任委員 岡 崎 竜 海 中 0564-51-4538 山本 浩司 幸 田 幸 田 小 0564-62-0118 鈴木 朝雄

西 尾 鶴 城 中 0563-56-2258 高津 光信 刈 谷 富士松東小 0566-36-2818 杉田 敦

高 浜 高 浜 中 0566-53-0279 山本 弘法 豊 田 畝 部 小 0565-21-0029 坂田 恵里

安 城 安 城 南 中 0566-75-3531 有川 洋隆 知 立 知 立 南小 0566-83-0616 佐藤 洋介

碧 南 東 中 0566-41-0994 鈴木 皇来 みよし 緑 丘 小 0561-36-8800 前野 真也

愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 坂田 周一 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 小島 千典

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 富安 洋介 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 川合 陽介

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 加藤 雅尚 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 前田 健太

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 新美奈緒子

地 区
小 学 校 中 学 校

勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

豊 橋 幸 小 0532-45-8105 千種 優子 高 豊 中 0532-21-2101 黒栁 勉

田 原 田原南部小 0531-22-0479 鈴木 通正 泉 中 0531-37-0028 宮田 順子

蒲 郡 中 央 小 0533-68-0033 竹内 知子 中 部 中 0533-68-1538 鈴木 勇貴

豊 川 国 府 小 0533-87-2044 筒井 亨臣 中 部 中 0533-86-4846 波多野真大

新 城 東 郷 西 小 0536-22-0107 河村 晴行 鳳 来 中 0536-32-0012 大矢 幹人

北 設 豊 根 小 0536-85-1349 鈴木 悠里 津 具 中 0536-83-2029 髙木 啓司

岡 崎 大 門 小 0564-23-8709 金澤 徹 竜 海 中 0564-51-4538 山本 浩司

幸 田 幸 田 小 0564-62-0118 鈴木 朝雄 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

西 尾 西 野 町 小 0563-57-2257 加納 理香 鶴 城 中 0563-56-2258 高津 光信

刈 谷 富士松東小 0566-36-2818 杉田 敦 雁 が 音 中 0566-24-1038 青木 将司

高 浜 高 取 小 0566-53-0342 杉浦 崇洋 高 浜 中 0566-53-0279 山本 弘法

豊 田 畝 部 小 0565-21-0029 坂田 恵里 朝 日 丘 中 0565-32-0198 富田 祐介

安 城 安城東部小 0566-76-2334 糟谷 政人 安 城 南 中 0566-75-3531 有川 洋隆

知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 佐藤 洋介 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子

碧 南 棚 尾 小 0566-41-0993 澤田 瑞季 東 中 0566-41-0994 鈴木 皇来

みよし 緑 丘 小 0561-36-8800 前野 真也 南 中 0561-34-1232 河合 翔太
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令和２年度理科部会 役員名簿
役 職 勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

部 会 長 岡 崎 岩 津 小 0564-45-2007 小島 寛史

副部会長 西 尾 鶴 城 小 0563-57-5665 牧野 高士 豊 田 九 久 平小 0565-58-0027 鶴田 秀角

知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 福井 信也 蒲 郡 竹 島 小 0533-69-7171 遠山 祐幸

庶 務 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 岩脇 芳弘 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 大介

蒲 郡 中 央 小 0533-68-0033 竹内 知子 蒲 郡 中 部 中 0533-68-1538 鈴木 勇貴

会 計 愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 八木 悟郎 愛教大 附属岡崎小 0564-21-2237 鈴木 優也

豊 橋 羽 根 井 小 0532-31-0375 原田 誠 田 原 赤 羽 根中 0531-45-2057 中村 圭佑

蒲 郡 中 央 小 0533-68-0033 竹内 知子 豊 川 一 宮 中 0533-93-2026 清水 宏樹

新 城 東 陽 小 0536-32-1039 河村 晴行 北 設 津 具 中 0536-83-2029 髙木 啓司

常任委員 岡 崎 小 豆 坂 小 0564-54-1651 永田 祥晃 幸 田 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

西 尾 西 尾 小 0563-56-2266 倉知 雅美 刈 谷 刈 谷 南中 0566-21-0025 杉田 敦

高 浜 高 取 小 0566-53-0342 山本 弘法 豊 田 猿 投 台中 0565-45-0039 大澤 潤

安 城 高 棚 小 0566-92-0593 安藤 彰悟 知 立 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子

碧 南 大 浜 小 0566-41-0990 藤井 達也 みよし 北 中 0561-36-4565 井上 一崇

愛教大 附属岡崎中 0564-51-3637 花井咲絵子 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 富安 洋介

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 川合 陽介 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 加藤 雅尚

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 前田 健太 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 新美奈緒子

愛教大 附属 特 別 支 援 0564-21-7300 山田 知加 愛教大 附 属 特 別 支 援 0564-21-7300 竹内 圭佑

地 区 勤 務 校 氏 名 勤 務 校 氏 名

豊 橋 羽 根 井 小 0532-31-0375 原田 誠 高 豊 中 0532-21-2101 黒栁 勉

田 原 田原南部小 0531-22-0479 鈴木 通正 赤 羽 根 中 0531-45-2057 中村 圭佑

蒲 郡 中 央 小 0533-68-0033 竹内 知子 中 部 中 0533-68-1538 鈴木 勇貴

豊 川 国 府 小 0533-87-2044 筒井 亨臣 一 宮 中 0533-93-2026 清水 宏樹

新 城 東 陽 小 0536-32-1039 河村 晴行 鳳 来 中 0536-32-0012 大矢 幹人

北 設 東 栄 中 0536-76-0071 鈴木 悠里 津 具 中 0536-83-2029 髙木 啓司

岡 崎 小 豆 坂 小 0564-54-1651 永田 祥晃 竜 海 中 0564-51-4538 山本 浩司

幸 田 荻 谷 小 0564-62-0117 鈴木 朝雄 幸 田 中 0564-62-0043 鈴木 圭太

西 尾 西 尾 小 0563-56-2266 倉知 雅美 平 坂 中 0563-59-6135 鳥山 高弘

刈 谷 富士松南小 0566-36-0404 平澤 学 刈 谷 南 中 0566-21-0025 杉田 敦

高 浜 高 取 小 0566-53-0342 山本 弘法 高 浜 中 0566-53-0279 加藤 広規

豊 田 畝 部 小 0565-21-0029 坂田 恵里 猿 投 台 中 0565-45-0039 大澤 潤

安 城 高 棚 小 0566-92-0593 安藤 彰悟 桜 井 中 0566-99-0028 原田 真実

知 立 知 立 南 小 0566-83-0616 佐藤 洋介 竜 北 中 0566-82-8131 松瀬 咲子

碧 南 大 浜 小 0566-41-0990 藤井 達也 東 中 0566-41-0994 鈴木 皇来

みよし 三 好 丘 小 0561-36-3220 近藤 光明 北 中 0561-36-4565 井上 一崇
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「三河の理科教育 いま」

自然事象を主体的、協働的に追究し、
豊かな心と創造力を培う理科学習
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